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　食の安定性や偽表示の問題が後を絶たない中、食に関す
る情報を消費者が得ることにより、自らその安全性を確保
するこの方法は、ＩＣというナノテク技術の進歩があって
可能となりました。
　食に限らず地球環境全体の劣化に伴い、循環型・調和型
社会への移行とそれに伴うライフスタイルの改善が大きな
課題になっています。資源利用に伴われて環境に放出され
た物質の流れを追跡し、水や食の安全性を評価する環境ト
レーサビリティー技術について紹介します。
　地球環境問題は社会のグローバル化に伴って生じてお
り、循環型社会の構築なくして問題解決は難しく、水はさ
まざまな物質を溶解するだけでなく、水循環により、各地
域に多くの物質を運ぶという二つの能力に優れています。
　その点西条市は、良質の水に恵まれた地域として知られ
ています。さらに東部と西部とでは淡水の水質が地域的に
異なるという特徴がありますので、それを利用すれば、農
産物の産地判別が可能となります。
　西条市の水を起点としたトレーサビリティー研究は、日
本の農と食を考える上でのよい事例になるでしょう。

　国全体の食料自給率が低迷する中、食品の安全性が問わ
れる事件も発生し、「地産地消」は追い風を受けている感
があります。そのような中で「地域と食料・農業・環境」
を考えるシンポジウムが企画されたのはタイムリーです。
また、ファーストフードに対抗して、スローフード活動が
広まりつつあります。趣旨としては、伝統的な食材や料理
を守ること、小生産者を守ること、消費者教育を進めるこ
となどです。
　地産地消は、今めざされ実践されている一つの方向であ
り、それぞれの農業システムにおいて、地産地消の要素を
取り入れることはできるでしょう。また、生産者、消費者
ともに、地産地消を含めた様々な選択肢を用意することが
必要でしょう。そのためには、今こそ生活圏・定住圏を重
視した農業システム、広くは社会システムを構築する必要
があります。
　地産地消は、農産物を媒介にした都市と農村との結節点
といえます。便利さと安らぎを備えた空間作りと、そこで
展開される地産地消などの安心・安全のシステムづくりが
サステイナブルな地域づくりの目標と言えるでしょう。

　千町地区の棚田は、スケールの大
きさや石垣の美しさにおいては群を

抜いていますが、残念なことはその大半が荒れはてている
ということです。本校では千町の棚田を環境学習のフィー
ルドとして捉え、市民の方を巻き込み、本格的に棚田再生
活動を展開しています。この活動で先人の知恵を学び、環
境保全や国土保全、農村文化の伝承など地域社会の一員と
して活動に取り組むことで、元気なふるさとづくりに貢献
できるものと考えています。
　千町の棚田の歴史は、1585年、土佐の豪族がこの地に定
住し、築き上げたものですが、昭和40年代から耕作放棄が
され始め、調査の結果約７割の棚田が耕作放棄の状況で
す。そのことから、現地調査、借地交渉、再生活動の呼び
かけ、保全管理、ＰＲなどの計画を立て棚田再生活動を
行ってまいりました。
　こうした活動を地道に続けていくことが、近代産業文化
遺産の継承や国土保全、水資源涵養などの意義をもってい
ることの形成に本校生が気づき、今後かけがえのない豊か
な自然と、美しい環境を守り、持続可能な循環型社会をめ
ざす行動に進展していくことを望みます。また、本校生の
活動が、「千町の棚田」を次世代に引き継ぐ一助になれば
と思っています。

　現在の我が国において、人間が生
きていく上で欠かせない「食」につ
いての自給率は、先進国で最低の水
準となっており、今後、新興市場国
における人口増加や経済成長が続くと、国民の食生活が深
刻な危機に直面することは明らかです。
　このような状況下で地方都市西条市において「自立自活
の道」を探るには、地域の農業が元気になることが最重要
課題であり、「水」と「食」、「食」と「農」をテーマと
する産業振興施策「食品加工流通コンビナート構想」の展
開に鋭意取り組んでいるところであり、攻めの農業のスタ
ンスで推進してまいります。豊富な水資源や肥沃な農地に
恵まれた西条市は、多くの農産物の品目において愛媛県下
で圧倒的なシェアを誇り、これらの地域資源を活かし平成
17年３月に内閣府から地域再生計画「食品加工流通コン
ビナート構想」の認定を受け、農林水産業（１次産業）と
製造業（２次産業）、流通業・サービス業（３次産業）の
連携のもと、食料産業クラスターの形成（６次産業）をめ
ざしています。
　豊かな資源、4,778haに上る経営耕地面積、四国随一の
工業出荷額を誇る産業力、こうした地域資源をフル活用
し、農商工連携の下、「自立」「自活」のまちづくりを進
め、産業が元気なまち「西条」を築いていきます。

食と農が拓く地域の未来
西条市長　伊藤宏太郎

次世代へつなぐ
～農業教育の現場から
愛媛県立西条農業高等学校
教諭　松尾義男氏

田んぼの見えない
ところで
地産地消を考える
東京大学
新領域創成科学研究科
教授　山路永司氏

農と食をつなぐ水：
環境トレーサビリティー
研究の最前線

総合地球環境学研究所
教授　中野孝教氏
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①：初日に行われた総合討論

②③：研究発表をする地元高校生

④：高校生の発表に聞き入る学会員

⑤：洲之内生産組合での絹皮なす生
　　産現場の見学

⑥：ＪＡ周桑直販所の見学

※クラスター：集まり、集合体

※サステイナブル：持続可能
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域
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合
文
化
会
館
で
「
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０
８
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め
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シ
ス
テ
ム
農
学
会
が
自
治
体
と
共
催
す
る

こ
と
も
、
西
条
市
で
学
術
学
会
が
開
か
れ
る

こ
と
も
、
今
回
が
初
め
て
の
こ
と
で
す
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◆
大
会
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日

　

初
日
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
総
合
討
論
が
行

わ
れ
、
シ
ス
テ
ム
農
学
会
で
は
ど
の
よ
う
な

研
究
が
行
わ
れ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど

う
活
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
と
い

う
大
会
の
趣
旨
説
明
に
続
き
、
市
長
を
は
じ

め
、
各
専
門
分
野
の
先
生
方
に
よ
る
講
演
が

な
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。（
講
演
要
旨
は
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

講
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は
、
京
都
大
学
大
学
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地
球
環
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学
堂
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小
林
正
美
教
授
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

に
、
同
大
学
院
の
田
中
樹
准
教
授
を
座
長
に

迎
え
、
講
演
者
４
名
と
会
場
内
の
参
加
者
を

交
え
て
の
総
合
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
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◆
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２
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業
高
等
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高
等
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農
業
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条
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情
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大
会
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『
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そ
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１
～
「
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ま
い
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菜
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日
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は
学
会
員
や
一
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現
地
見
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会
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行
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れ
、
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の

里
、
洲
之
内
生
産
組
合
、
Ｊ
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周
桑
直
販
所

「
周
ち
ゃ
ん
広
場
」
、
食
の
創
造
館
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
西
条
産
の
農

産
物
に
触
れ
た
り
食
べ
た
り
、
ま
た
、
生
産

者
と
意
見
を
交
わ
し
た
り
し
て
、
西
条
市
の

農
業
を
実
際
に
体
感
し
て
い
ま
し
た
。
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　東予運動公園内に日本最大級の広さを有する「屋内体育施設」が今年秋に完成する予定です。
　この施設は、グラウンドの大きさがおよそ縦80ｍ・横90ｍで、人工芝グラウンドでは、フット
サル、少年サッカー、ソフトボールなどのほか、野球、サッカー、ラグビーなどの練習にも利用
可能です。
　西条にふさわしく、皆さんに親しまれる名称をお寄せください。

●応募資格
　どなたでも応募できます。ただし、応募できる数は、
お一人１点限りとさせていただきます。
※万一、一人で１点を超える応募があった場合は、事務
　局で任意に取り出した１点を審査対象とさせていただ
　きます。
●応募方法
　住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号またはＥメ
ールアドレス、応募する名称を明記し、ハガキ、封書、
ファックス、Ｅメールのいずれかで、ご応募ください。
※市のホームページから応募用紙のデータをダウンロー
　ドすることもできます。
※ご応募いただいた方の個人情報は、選定作業の参考資
　料として、また、選定結果のお知らせと賞品の発送の
　みに利用し、安全かつ厳密に管理します。
●募集期間　７月１日(火)～７月25日(金)　※当日消印有効
●注意事項
①応募作品の一切の権利は、西条市に帰属します。
②応募作品は返却しません。
③審査の結果、名付け親賞について「該当作品なし」と
　なる場合もあります。
④採用作品は補作して使用する場合があります。

宛先：〒793－8601　明屋敷164　西条市役所スポーツ健康課
ＦＡＸ：0897－52－1531　Ｅメール:sportskenko＠saijo-city.jp
問合せ：市庁舎別館１階　スポーツ健康課　℡0897－52－1255

●賞
　応募作品が採用された方には「名付け親賞」として、
１万円相当の商品券または旅行券を贈呈します。
※採用作品の応募が多かった場合は、抽選とさせていた
　だきます。
●審査・発表
①応募いただいた名称については、名称選考委員会が選
　考します。
②発表は、市の広報紙とホームページで行います。
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　京都大学大学院地球環境学堂と共同で防災や環境保全について研究している
ベトナムのフエ大学へ大保木地区の住民など６名が防災研修に赴き、フエ大学
の関係者や現地の住民と防災活動などについて交流を深めました。
　大保木地区では平成16年の台風災害をきっかけに、防災活動を積極的に取り
組んでおり、平成17年12月・平成19年７月にはフエ大学の教授や学生が、大保
木地区へ台風災害地の視察と自主防災組織活動の現地研修に訪れています。
　ベトナム訪問は６月４日から６日間の日程で行われ、お互いの防災知識や経
験を共有し、有意義な訪問となったようです。

　昨年７月にベトナム国のフエ大学生10名が大保木地区へ防災研修に
訪れ、大学生たちから来年はぜひベトナムに来てくださいと案内があ
り、今回、私を含む希望者６名が訪問しました。
　目的地のフエ大学があるフエ市は、18世紀に都が置かれていた静か
な街で、王宮群、寺院の町並みは一見の価値がありました。
　私たちはフエ市から車で約２時間のホンハ村を訪れ、元村長を含む
10名の住民と集会所で防災について語り合うことができました。ホン
ハ村は大保木と同じような山村で、人口約1,400人、周辺は植林した
松に囲まれています。同世代で、しかも肩書きのない我々が訪問した
ことを、住民の皆さんに大変歓迎されました。
　ベトナムは熱帯地方であるため、豪雨強風は当たり前ということで
したが、住民はよく団結しており、助け合い精神の強さが感じられ、
防災の基本は住民の団結と助け合いであると再認識させられました。
　今回の訪問にはフエ大学と京都大学の皆さんに大変お世話になり、
この場を借りて心から感謝申し上げます。また、訪問の約束を果たせ
たことが一番うれしく思っております。
　これをきっかけに、西条市とベトナムの交流が進展することを願っ
ております。

ベトナムを訪問して　大保木公民館　館長　丹　巡

▲ホンハ村集会所での防災研修

▲ホンハ村の住民との記念撮影（左から３人目が丹館長）

▲今回の訪問に参加した山本
　貴仁さん（石鎚ふれあいの
　里代表）・茜さん（大町小
　４年）親子が、茜さんの同
　級生たちにベトナム訪問に
　ついて発表しました。写真
　は、ベトナムの民族衣装に
　ついて説明する茜さん。

　

５
月
号
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
日
本
新
事
業
支

援
機
関
協
議
会
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
）
主
催
の
「
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｏ　

Ａ

ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ　

２
０
０
７
」
で
「
新
事
業
創
出
大
賞
」
「
起

業
醸
成
部
門
賞
」
に
西
条
市
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
が
選
ば

れ
、
６
月
12
日
に
東
京
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
は
、
新
事
業
の
創
出
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
産

業
支
援
機
関
な
ど
を
会
員
と
す
る
全
国
組
織
で
、
新
規
事
業
創

出
活
動
の
成
果
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
「
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｏ　

Ａ

ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
市
と
㈱
西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
が

取
り
組
ん
で
い
る
起
業
家
育
成
・
人
材
育
成
な
ど
の
事
業
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
、
表
彰
式
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
の
堀
場
雅
夫

会
長
（
㈱
堀
場
製
作
所
最
高
顧
問
）
か
ら
代
表
者
で
あ
る
伊
藤

市
長
へ
、
記
念
の
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。　

▲堀場会長（前列右）、山本
　強審査委員長（前列左）と
　の記念撮影

▲表彰式にて、堀場会長から
　記念の楯を授与される伊藤
　市長
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〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

士だけでなく領内の農民や商人にも教育の機会を与え、養
正館を領民に開放したり、自分の屋敷内に緑竹舎などの私
塾を建てたりして領内の誰に
でも道徳の大切さを説いてい
ました。さらに、篤山の教え
はそれまで対象にされていな
かった女子にも及び、その結
果小松藩の道徳は伊予随一と
認められました。
　そして今もなお、小松町に
は篤山の教えとともに、篤山
ゆかりのものが多数残ってい
ます。
　今後、順次ご紹介していき
ます。

「ふるさとの味を守り伝える」
　　　　　　　　　　　《丹原町ふるさとの味研究会》

　美しい自然と豊かな山の幸に恵まれた丹原町に住む私た
ちは、地域の農産物を利用して、安全でバランスのとれた
「ふるさとの味」の研究に取り組んでいます。
    「ふるさとの味研究会」は、郷土料理の普及、地元農産
物などを生かした加工品の開発研究を行い、農産加工技術
を習得した指導者を育成し、その技術を地域に広め、地産
地消活動などを通して地域の発展に寄与することを目的と
して昭和58年に発足しました。現在は、丹原農村婦人の家
を拠点とし、自然の素材を利用した山菜加工や保存食作り
の技術習得、手作り味噌作り、郷土料理や特産品の研究開
発、視察研修、特産物を活用した料理やお菓子作りの研究、
学校との実習交流など、幅広い活動に取り組んでいます。

　また丹原特産のあたご柿を利用した５種類の「柿の葉ず
し」の作り方がテレビなどで紹介され、大変好評でした。
　人から人へ受け継がれる味は、材料は同じでも微妙に違
う品に出来上がるのが「手作りの味」ではないでしょうか。
私たちは伝統の味を守りつつ、現代の嗜好に合った味作り
を追求し、未来を担う若い世代に普及伝承していきたいと
考えています。
　皆さんも「ふるさとの味」を探求してみませんか。

のぼり、毎年その量にはあら
ためて驚かされています。
　この一斉清掃はボランティ
アとして各地で盛んに行われ
ていますが、そのほかにも東
予地区では河原津や高須の海
岸清掃、中山川や大明神川の
河川清掃、あるいは国道、県
道や市道などの清掃がありま
す。このように街の美化には、
多くの個人や団体の皆さんの
ご協力をいただいています。
　クリーンな街づくりに、地
域の皆さんのなお一層のご協
力をお願いします。

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048

東予総合支所

丹原総合支所

小松総合支所

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせするコー
ナーです。

▲　

高
須
海
岸
清
掃（
写
真
上
）と
大
明
神
川
清
掃（
写
真
下
）の
様
子

▲ 柿の葉ずし

▲ 近藤篤山先生の肖像画

　黄色いジュータンのような菜の花畑

「各自治会によるボランティア清掃」

　「自分たちの街は、自分たちの手できれいにしよう」を
合言葉に、今年も自治会による一斉清掃が行われました。
　この清掃の歴史は長く、昭和50年代前半頃から全地域で
始まりました。以前は「一斉大掃除」といわれ、今では自
治会にとって、年間の主要行事に位置づけられています。
今年も４月半ばから各地区で始まり、５月11日に多賀・国
安地区で、18日には壬生川地区で行われるなど、５月を中
心に多くの自治会が実施しています。
　５月11日は朝の雨にもかかわらず、長靴にスコップや草
刈機を手に、多くの人たちが道路や水路、公園や広場等に
集まり、いでざらいや草刈に気持ちのよい汗を流していま
した。一斉清掃で出されるごみの量は、処分場搬入だけで、
年間に車で400台から600台、重量で400トンから600トンに

伊予聖人　近藤篤山

　皆さんは近藤篤山を知っていますか？近藤篤山とは江戸
時代の儒学者で、小松藩に招かれ、藩校「養正館」の儒官
として、小松の文化と教育に多大な貢献をした人です。生
涯、向学心を失わず、自らの誠実な日常生活をもって人を
教育する姿は、「伊予聖人」「徳行天下第一」と称されま
した。
　現在の四国中央市土居町で生まれた篤山は、23歳のとき
に大阪の尾藤二洲（川之江出身の儒学者。寛政の三博士と
して有名）の塾で学び、その後江戸の昌平坂学問所の儒官
となった二洲に呼ばれ、江戸でも学問を続けました。
　江戸での勉学を終えた篤山は郷里へ帰り、川之江に塾を
開いていましたが、小松藩主一柳頼親から熱心に招かれ、
培達校（のちの養正館）の儒官となりました。篤山は、武

▲ 活動の様子 ▲ 手まり

とくざん
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■
得
意
技
は
高
度
な
技
術
開
発

　

 

「
人
の
た
め
に
な
る
も
の
を
製

造
し
た
い
。
経
営
は
簡
単
に
は
い

か
な
い
が
、
ロ
マ
ン
と
意
地
が
私

を
支
え
て
く
れ
ま
す
」
と
ク
リ
ー

ン
メ
カ
ニ
カ
ル
㈱
・
丹
誠
一
会
長

は
語
る
。

　

ク
リ
ー
ン
メ
カ
ニ
カ
ル
は
平
成

11
年
に
大
阪
で
創
業
。
サ
イ
ク
ス

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
に
入
居
後
、

平
成
17
年
に
現
在
の
場
所
へ
新
工

場
を
建
設
し
、
本
社
を
大
阪
か
ら

西
条
市
へ
移
転
し
た
。

　

現
在
、
ク
リ
ー
ン
メ
カ
ニ
カ
ル

が
力
を
入
れ
て
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
の
一
つ
が
、
燃
料
油

に
水
を
か
き
混
ぜ
る
こ
と
で
燃
料

コ
ス
ト
を
削
減
し
、
大
気
汚
染
の

原
因
と
な
る
窒
素
酸
化
物
等
の
発

生
を
抑
制
す
る
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
燃

料
を
製
造
す
る
装
置
の
開
発
で
あ

る
。 

「
開
発
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
サ
イ
ク
ス
の
山
内
尚
隆

取
締
役
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
。
山

内
取
締
役
に
は
大
変
感
謝
し
て
い

る
」
と
丹
会
長
は
話
す
。
ま
た
、

去
る
５
月
に
は
、

茨
城
県
つ
く
ば
市

で
開
催
さ
れ
た
世

界
機
械
工
学
学
会

で
、
エ
マ
ル
ジ
ョ

ン
燃
料
に
関
す
る

東
京
工
業
大
学
と

の
共
同
研
究
発
表

を
行
う
な
ど
、
ク

リ
ー
ン
メ
カ
ニ
カ

ル
は
、
高
度
な
技

術
開
発
に
欠
か
せ

な
い
産
学
官
の
つ

な
が
り
を
重
視
し

て
い
る
。

■
技
術
力
を
支
え
る
社
員
教
育

 

「
下
請
け
を
脱
し
て
、
小
さ
く

て
も
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
作
り
上
げ

る
こ
と
が
私
の
思
い
で
し
た
が
、

こ
れ
は
本
当
に
大
変
な
こ
と
で
し

た
」
と
丹
会
長
は
語
る
。
現
在
で

は
、
大
手
製
薬
メ
ー
カ
ー
と
の
直

接
取
引
を
行
う
ま
で
に
成
長
し
た

が
、
脱
下
請
け
か
ら
自
立
ま
で
の

道
は
厳
し
か
っ
た
と
い
う
。

　

丹
会
長
は
、
人
材
が
会
社
を
支

え
る
根
幹
で
あ
る
と
の
認
識
の
も

と
、
月
１
回
は
社
内
で
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
社
員
教
育
に
力
を
注

い
で
い
る
。
ま
た
、
工
学
系
の
社

員
だ
け
で
は
世
界
に
通
用
す
る
企

業
に
は
な
れ
な
い
と
、
理
学
系
や

文
系
の
社
員
を
採
用
し
、
社
内
の

バ
ラ
ン
ス
も
重
視
し
て
い
る
。

 

「
世
界
に
通
用
す
る
西
条
発
の

技
術
を
発
信
す
る
の
が
私
の
ロ
マ

ン
で
す
」
丹
会
長
の
熱
い
思
い
は

世
界
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
レ
ポ
ー
タ
ー
：
技
術
相
談
室

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

林
）

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
経
済
産
業
省

が
平
成
20
年
度
か
ら
新
た
に
実
施

す
る｢

地
域
力
連
携
拠
点
事
業｣

の
委
託
を
受
け
、
５
月
30
日
か
ら

関
連
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

地
域
力
連
携
拠
点
事
業
と
は
、

日
本
の
強
み
で
あ
る｢

つ
な
が
り

力｣

を
更
に
強
化
し
、
経
営
力
の

向
上
や
事
業
承
継
な
ど
の
中
小
企

業
が
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
き
め
細
か
な
支

援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

サ
イ
ク
ス
内
の｢

地
域
力
連
携

拠
点｣

に
は
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
常
駐
し
、
他
の
産
業
支
援

機
関
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
小

規
模
事
業
者
な
ど
が
抱
え
る｢

経

営
力
の
向
上｣

｢

創
業･

再
チ
ャ
レ

ン
ジ｣

な
ど
の
経
営
課
題
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

（
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

次
の
３
名
で
す
）

○
津
田
雄
造
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

　

ジ
ャ
ー　

○
松
本
義
彦
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

○
山
田
佳
功
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

▲ 

技
術
開
発
へ
の
思
い
を
語
る
丹
会
長
（
左
）
と
邨
田
社
長
（
右
）

▲ 開発中のエマルジョン燃料
      製造装置

｢

地
域
力
連
携
拠
点｣

を
開
所

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今月は、市内企業を紹介する「我が社の
得意技」やサイクス内に開所された「地域
力連携拠点」についてお知らせします。

ＳＩＣＳ内に地域力連携拠点を開所
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平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除

く
）
で
、
平
成
20
年
４
月
１
日
～

平
成
22
年
３
月
31
日
の
間
に
一
定

の
熱
損
失
防
止
（
省
エ
ネ
）
改
修

工
事
を
行
い
、
次
の
要
件
を
満
た

す
住
宅
は
、
申
告
に
よ
っ
て
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
要
件　

改
修
工
事
に
要
す
る
費

用
が
30
万
円
以
上
で
あ
り
、
次
の

①
～
④
の
工
事
の
う
ち
、
①
を
含

む
工
事
を
行
う
こ
と
。

①
窓
の
改
修
工
事

②
床
の
断
熱
改
修
工
事

③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

※
外
気
等
と
接
す
る
も
の
の
工
事

に
限
り
ま
す
。

■
適
用
範
囲

　

住
宅
１
戸
当
た
り
１
２
０
平
方

㍍
ま
で
（
併
用
住
宅
の
店
舗
・
事

務
所
部
分
な
ど
は
除
く
）

■
減
額
の
割
合

　

適
用
範
囲
に
相
当
す
る
税
額
の

３
分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。

■
減
額
さ
れ
る
期
間

　

改
修
が
行
わ
れ
た
翌
年
度
分

■
申
告
方
法

　

改
修
工
事
後
、
原
則
３
カ
月
以

内
に
、
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証

明
書
、
工
事
に
要
し
た
費
用
の
領

収
書
の
写
し
な
ど
を
添
付
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
先

○
市
庁
舎
本
館
資
産
税
課

　

資
産
税
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
２
５

○
各
総
合
支
所
税
務
課　

税
務
係

18
日　

市
県
民
税
第
１
期
分
の
督

促
状
の
発
送

31
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

分
、
固
定
資
産
税
第
２
期
分
の

納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

※
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
は
、
納

期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

固
定
資
産
税
と
市
県
民
税
は
、

年
４
回
の
納
期
に
分
け
て
納
め
ま

す
が
、
納
期
が
到
来
し
て
い
な
い

分
を
一
括
し
て
納
め
る
と
、
前
納

報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

間
近
の
納
期
で
例
え
る
と
、
第

２
期
の
納
期
ま
で
に
第
２
～
４
期

分
を
一
括
し
て
納
め
る
こ
と
で
、

一
定
の
率
に
応
じ
た
前
納
報
奨
金

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
に
は

前
納
報
奨
金
制
度
が
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
の
方
法

　

す
で
に
送
付
し
て
い
る
各
期
の

納
付
書
で
全
期
分
を
納
め
た
後
、

市
役
所
担
当
課
ま
た
は
金
融
機
関

に
あ
る
「
前
納
報
奨
金
請
求
書
兼

口
座
振
込
依
頼
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
市
役
所
担
当
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
市

が
前
納
報
奨
金
を
預
金
口
座
へ
振

り
込
み
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
前
納
報
奨
金
を
受
け
よ
う
と
す

る
税
金
の
領
収
書

○
印
鑑

○
振
込
先
の
預
金
口
座
が
確
認
で

き
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
納
税
課

　

納
税
第
２
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
９

○
各
総
合
支
所
税
務
課　

税
務
係

　

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
」
に
規
定
す
る
市
長
の
資
産

等
補
充
報
告
書
な
ど
の
閲
覧
を
６

月
30
日
㈪
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

■
閲
覧
場
所

　

市
庁
舎
本
館
３
階
総
務
課
内

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

文
書
法
制
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
４

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

熱
損
失
防
止
改
修
工
事
を
し
た

住
宅
の
固
定
資
産
税
を
減
額
し

ま
す

市
長
の
資
産
等
を
公
開
し
ま
す

固
定
資
産
税
・
市
県
民
税

前
納
報
奨
金
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　７月23日に任期が満了する農業委員会の「選挙によ
る委員」の一般選挙の期日が決まりました。

■選挙の日程
　７月６日㈰　投票・開票

※この選挙は、平成20年３月
　31日に確定の西条市農業委
　員会委員選挙人名簿に登録
　されている方でなければ、
　選挙権がありません。

■問合せ　市庁舎別館３階
　　　　　西条市選挙管理委員会　℡0897－52－1263

７
月
の
市
税
ご
よ
み
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個
人
市
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
）
の
申
告
期
限
は
平
成
20
年

３
月
17
日
ま
で
で
し
た
が
、
特
別

に
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
以

降
で
も
申
告
を
受
け
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
急
い
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
控
除
の
内
容
・
該
当
者

　

税
源
移
譲
に
よ
る
所
得
税
の
減

額
に
伴
い
、
所
得
税
か
ら
控
除
で

き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
平
成
11
年
か

ら
平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
て
い
る
方
で
、
平
成
19
年
の
所

得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た

額
が
あ
る
方
は
、
平
成
20
年
度
の

市
県
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
市
民
税
課

　

市
民
税
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
１
７

○
各
総
合
支
所
税
務
課　

税
務
係

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
市
民
税
課
の
ペ
ー
ジ
）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

申
告
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

個
人
市
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除

市庁舎本館市民税課　市民税係　℡0897－52－1317
各総合支所税務課　税務係

　税源移譲によって所得税率の変更による税負担の軽減の影響は受けず、市県民税率の変更による税負担の
増加の影響のみを受けた方については、すでに納付済の平成19年度の市県民税から税源移譲で増額となった
市県民税相当額を減額し還付します。
　市県民税の還付を受けるには申告が必要となりますので、必ず期間内に申告書を提出してください。

平成19年分の所得が減って所得税が
課税されなくなった方

　平成18年分は所得税が課税される程度の所得であっ
たが、平成19年分は所得税が課税されない程度まで所
得が減少した納税義務者。
　ただし、平成19年中に亡くなられた方や、海外へ転
出して平成20年１月１日現在国内に居住されていない
方は、対象となりません。また、人的控除（配偶者控
除、扶養控除、基礎控除など）以外の控除額（寄附金
控除額など）が増加した方、住宅ローン控除などで所
得税が課税されなくなった方は、対象となりません。

税源移譲によって増額となった
市県民税相当額

　平成19年度分の市県民税（所得割額）について、次
の①から②を差し引いた額を還付します。
　①…税源移譲後の税率を適用して計算した税額
　②…税源移譲前の税率を適用して計算した税額

「平成19年度分　市町村民税・道府
県民税　減額申告書」

７月１日㈫～31日㈭
※申告期間を過ぎると還付が受けられないことがあります。

　平成19年以降に転入・転出をされた方は、申告先を
お間違えにならないようにご注意ください。

平成19年１月１日現在において
お住まいの市区町村

　該当すると見込まれる方のうち、平成19年１月１日
以前から引き続いて西条市に居住されている方に対し
ては、申告書を送付しています。
　該当すると思われるのに申告書が届いていない方は
市の担当課へご相談ください。また、申告書は市ホー
ムページからもダウンロードできます。

西条市ＨＰ：ホーム＞暮らしの便利帳＞市税＞平成20年
　　　　　　度個人市県民税の改正について

平成18年
（年度）

平成19年
（年度）

所得変動が
ない場合

所得変動が
あった場合
（該当者）

平成18年度分
市県民税

平成18年分
所得税

平成19年分
所得税

平成19年度分　市県民税
①税源移譲後の税率を適用して計算

所得税
（非課税）

市県民税
②税源移譲前の
　税率を適用し
　て計算

税源移譲によっ
て増額となった
市県民税

平成18年中の
所得に対して
課税

平成19年中の
所得に対して
課税
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現
在
使
用
中
の
国
民
健
康
保
険

証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
20
年
７

月
31
日
で
す
。
７
月
末
ま
で
に
新

し
い
保
険
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
を

配
達
記
録
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
の

で
、
８
月
か
ら
は
新
し
い
保
険
証

を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

留
守
な
ど
で
保
険
証
を
受
け
取

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
住
所
地
の

市
庁
舎
市
民
課
・
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
で
お
預
か
り
し
て
い
ま

す
。
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
な
ど

身
分
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
を
持

参
の
上
、
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

  【
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
】

■
64
歳
の
退
職
被
保
険
者

　

65
歳
に
到
達
し
た
月
の
翌
月
か

ら
一
般
被
保
険
者
と
な
る
た
め
、

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

誕
生
月
の
月
末
ま
で
（
１
日
生
ま

れ
の
方
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
被
保
険
者
と
な
っ
た
後
の

保
険
証
は
、
有
効
期
限
と
な
っ
て

い
る
月
の
下
旬
ま
で
に
郵
送
す
る

予
定
で
す
。

■
69
歳
の
方

　

70
歳
に
到
達
し
た
月
の
翌
月
か

ら
所
得
に
応
じ
て
医
療
費
の
負
担

割
合
が
変
わ
る
た
め
、
新
し
い
保

険
証
の
有
効
期
限
は
、
誕
生
月
の

月
末
ま
で
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は

誕
生
日
の
前
日
ま
で
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

70
歳
と
な
っ
た
後
の
保
険
証
は

有
効
期
限
と
な
っ
て
い
る
月
の
下

旬
ま
で
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

■
74
歳
の
方

　

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
る

た
め
、
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期

限
は
、
誕
生
日
の
前
日
ま
で
が
有

効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

証
は
、
誕
生
月
の
前
月
中
に
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
送
付

す
る
予
定
で
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
市
民
課　

市
民
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

※
制
度
や
給
付
な
ど
に
つ
い
て
は

市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課
国
保

係
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１

４
４
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で
、

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
や
一
定

の
条
件
に
該
当
す
る
方
に
対
し
、

市
で
は
、
入
院
時
の
食
事
代
を
減

額
す
る
「
減
額
認
定
証
」
と
、
入

院
時
の
窓
口
の
支
払
い
を
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
す
る
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

交
付
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
各
認
定
証
は
、
申
請
を

し
た
月
の
初
日
か
ら
有
効
と
な
り

ま
す
。
申
請
月
前
の
食
事
代
や
自

己
負
担
額
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
各
認
定
証
が
必
要
な
方
は

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
認
定
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
も
、
７
月
31
日
㈭
が
有

効
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
７
月

23
日
㈬
以
降
、
早
め
に
更
新
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑

○
加
入
し
て
い
る
保
険
証

○
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
減
額
認
定
証
、
限
度
額
適
用

認
定
証

○
減
額
認
定
証
の
申
請
を
す
る
方

で
、
申
請
日
か
ら
過
去
１
年
間

の
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
る

方
は
、
入
院
日
数
を
確
認
で
き

る
領
収
書

○
平
成
20
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
し
た
方
は
、
前
住
所
地
で
発

行
さ
れ
た
住
民
税
非
課
税
証
明

書
ま
た
は
住
民
税
課
税
証
明
書

■
申
請
先

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

国
保
係
（
国
保
関
連
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

　

医
療
係
（
後
期
高
齢
者
関
連
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

平
成
20
年
4
月
30
日
付
交
付
の

特
定
健
康
診
査
受
診
券
に
同
封
し

て
い
る
『
西
条
市
内
に
お
け
る
特

定
健
康
診
査
「
実
施
医
療
機
関
一

覧
表
」』
に
記
載
の
な
い
市
内
医

療
機
関
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
希
望
さ
れ
る
医
療
機
関
へ
直

接
受
診
が
可
能
か
ど
う
か
、
ご
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
国
保
医

療
課　

国
保
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

　西条市生活研究協議会丹原支部では、地元の野菜や漬物、柿ようかんなど、盛り
だくさんに詰め込んだ愛情小包“土のめぐみ”夏便を７月23日(水)に発送します。
　注文は１個3,000円（送料・消費税含む）で、７月14日(月)まで、生活研究グルー
プ員、丹原総合支所農林水産課、丹原郵便局で受け付けています。
■問合せ　○生活研究グループ員　℡0898－64－0481（目見田）
　　　　　　　　　　　　　　　　℡0898－68－6478、090－4787－3084（松木）
　　　　　　　　　　　　　　　　℡0898－68－0249 （桑村）
　　　　　○丹原総合支所農林水産課　農林水産係　℡0898－68－7300

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新

新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

入
院
時
に
適
用
さ
れ
る
認
定

証
を
交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診

査
対
象
者
の
皆
さ
ま
へ
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿

医
療
制
度
）
の
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
平
成
19
年
中
の
所
得
に

基
づ
い
て
本
算
定
し
た
「
平
成
20

年
度
の
保
険
料
額
」
を
、
７
月
中

旬
に
通
知
し
ま
す
。

■
普
通
徴
収
の
方
へ

　

年
額
18
万
円
未
満
の
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
、
介
護
保
険
料
と

合
算
し
た
保
険
料
額
が
年
金
額
の

２
分
の
１
を
超
え
る
方
は
、
原
則

と
し
て
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
保

険
料
を
納
付
す
る
「
普
通
徴
収
」

と
な
り
ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
方
に
は
、
７
月
中

旬
に
賦
課
決
定
通
知
書
・
納
入
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

納
期
は
７
月
か
ら
２
月
ま
で
の

８
期
で
す
。
各
月
末
が
納
期
限
と

な
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
特
別
徴
収
の
方
へ

　

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受

給
し
、
介
護
保
険
料
と
合
算
し
た

保
険
料
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

以
下
の
方
は
、
原
則
と
し
て
年
金

か
ら
保
険
料
を
天
引
き
す
る
「
特

別
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
・
６
月
・
８
月
の
年
金
か

ら
天
引
き
の
保
険
料
は
、
平
成
18

年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
額
（
仮
徴
収
額
）
を
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

10
月
・
12
月
・
２
月
の
年
金
か

ら
天
引
き
す
る
保
険
料
は
、
７
月

中
旬
に
通
知
す
る
本
算
定
で
決
定

し
た
保
険
料
額
か
ら
仮
徴
収
額
を

差
し
引
い
た
残
額
と
な
り
ま
す
。

　

仮
徴
収
額
が
本
算
定
で
決
定
し

た
額
を
上
回
る
場
合
は
、
そ
の
差

額
を
還
付
し
ま
す
。

■
普
通
・
特
別
徴
収
併
用
の
方
へ

　

特
別
徴
収
に
該
当
す
る
方
で
、

制
度
開
始
直
前
に
社
会
保
険
の
加

入
者
本
人
で
あ
っ
た
場
合
な
ど
、

今
年
度
の
仮
徴
収
の
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
１
回

ご
と
の
天
引
き
額
が
高
額
に
な
る

た
め
、
今
年
度
に
限
り
保
険
料
額

の
約
半
分
を
７
月
・
８
月
・
９
月

で
普
通
徴
収
し
、
残
り
を
10
月
・

12
月
・
２
月
の
年
金
か
ら
天
引
き

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
新
た
に
被
保
険
者
と
な
る
方
へ

　

今
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
な
ど

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
に
な
る
方
は
、
月
割
り

で
保
険
料
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
額
や
納
付
の
時
期
、

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
個
別
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
軽
減
措
置

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
資
格
を
得
る
直
前
に
、
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

は
、
資
格
取
得
後
２
年
間
は
保
険

料
の
均
等
割
額
の
５
割
が
軽
減
さ

れ
、
所
得
割
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
９
月
ま
で

の
負
担
凍
結
と
、
10
月
か
ら
３
月

ま
で
は
９
割
の
軽
減
措
置
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
不
明

な
点
が
あ
る
方
は
、
国
保
医
療
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

　

現
在
（
6
月
13
日
時
点
）、
政

府
が
追
加
軽
減
措
置
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
た
め
、
今
回
お
知
ら
せ

し
た
内
容
は
、
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
国
保
医

療
課　

医
療
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
２

　

満
70
歳
に
な
ら
れ
た
方
（
一
定

の
障
害
が
あ
り
、
す
で
に
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
該
当
し
て
い
る

方
を
除
く
）
は
、
75
歳
に
な
っ
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
切
り
替

わ
る
ま
で
は
「
前
期
高
齢
者
」
と

し
て
扱
わ
れ
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
と
同
様
の
自
己
負
担
割
合
で

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

前
期
高
齢
者
は
、
満
70
歳
と
な

る
誕
生
月
の
翌
月
１
日
（
１
日
生

ま
れ
の
方
は
誕
生
月
の
１
日
）
か

ら
適
用
さ
れ
、
前
年
の
所
得
に
応

じ
て
医
療
機
関
で
の
一
部
負
担
割

合
が
１
割
か
３
割
に
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
前
期
高
齢
者
に
な
っ
て

い
る
方
は
、
毎
年
７
月
に
前
年
の

所
得
に
応
じ
て
判
定
を
行
い
、
一

部
負
担
割
合
を
決
定
し
ま
す
。

　

一
部
負
担
割
合
が
３
割
と
な
る

方
（
現
役
並
み
所
得
者
）
は
、
同

一
世
帯
に
課
税
所
得
額
が
１
４
５

万
円
以
上
あ
る
、
70
歳
以
上
の
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
１
人

で
も
い
る
世
帯
の
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
現
役
並
み
所
得
者
の

基
準
に
該
当
す
る
方
で
も
、
収
入

額
の
合
計
が
一
定
額
（
高
齢
者
複

数
世
帯
は
５
２
０
万
円
、
高
齢
者

単
身
世
帯
は
３
８
３
万
円
）
未
満

の
方
は
、
一
部
負
担
割
合
が
１
割

と
な
り
ま
す
の
で
、
担
当
課
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

国
保
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方
の
医
療
機
関
で
の
一

部
負
担
割
合
も
毎
年
７
月
に
前
年

の
所
得
に
応
じ
て
判
定
を
行
い
、

１
割
か
３
割
か
を
決
定
し
ま
す
。

　

現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
平
成
21
年
７
月
31
日
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
所
得
判
定
に
よ
っ

て
一
部
負
担
割
合
に
変
更
が
生
じ

た
方
に
は
、
８
月
に
新
た
な
被
保

険
者
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

一
部
負
担
割
合
が
３
割
と
な
る

方
は
、
課
税
所
得
額
が
１
４
５
万

円
以
上
あ
る
方
と
、
同
一
世
帯
に

属
す
る
後
期
高
齢
者
で
す
。

　

た
だ
し
前
年
中
に
お
い
て
、
収

入
額
が
３
８
３
万
円
未
満
の
方
、

も
し
く
は
同
一
世
帯
の
70
〜
74
歳

の
方
を
含
め
た
収
入
額
の
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満
の
方
は
、
自
己

負
担
限
度
額
が
一
般
扱
い
と
な
り

ま
す
の
で
、
担
当
課
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

医
療
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

本
算
定
し
た
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
「
平
成
20
年
度
の
保
険

料
額
」
を
通
知
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
前
期
高
齢
者
の

診
療
に
お
け
る
一
部
負
担
割
合

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

診
療
に
お
け
る
一
部
負
担
割
合
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犬
の
飼
い
主
に
は
、
飼
い
犬
に

対
し
て
、
一
生
に
１
回
の
登
録
と

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の

接
種
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
未
登
録
の
犬
は
市
担
当

課
ま
た
は
市
内
動
物
病
院
で
登
録

手
続
き
を
、
予
防
注
射
を
受
け
て

い
な
い
犬
は
市
内
動
物
病
院
で
予

防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射
の
料
金

　

１
頭
に
つ
き
２
８
５
０
円

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
衛
生
課　

衛
生
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

収
集
日
に
粗
大
ご
み
を
運
び
出

す
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
で
構

成
さ
れ
る
世
帯
を
対
象
に
、
粗
大

ご
み
の
戸
別
収
集
を
行
い
ま
す
。

■
収
集
す
る
も
の

　

た
ん
す
、
机
、
い
す
、
布
団
、

食
器
棚
、
自
転
車
、
ス
ト
ー
ブ
、

こ
た
つ
、
掃
除
機
な
ど

■
収
集
で
き
な
い
も
の

　

引
越
し
な
ど
で
の
多
量
ご
み
、

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗

濯
機
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、

天
日
温
水
器
、
消
火
器
、
バ
ッ
テ

リ
ー
、
バ
イ
ク
、
タ
イ
ヤ
、
農
機

具
な
ど

■
収
集
時
期　

８
月
下
旬
予
定

※
粗
大
ご
み
処
理
券
を
必
ず
は
り

付
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

７
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮

■
申
込
方
法

　

電
話
、
ま
た
は
直
接
担
当
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
者

に
は
、
事
前
に
収
集
日
・
収
集
業

者
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
先　

お
住
ま
い
の
地
域
で

申
込
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
旧
西
条
市
地
域
の
方

　

市
庁
舎
別
館
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

○
旧
東
予
市
地
域
の
方

　

東
予
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係

○
旧
丹
原
町
地
域
の
方

　

丹
原
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
生
活
係

○
旧
小
松
町
地
域
の
方

　

小
松
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
生
活
係

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し

い
方
に
は
、
保
険
料
を
免
除
ま
た

は
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
か
ら
平
成
20
年
度
の
保
険

料
の
免
除
・
猶
予
制
度
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
申
請
先
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
免
除
・
猶
予
制
度
の
種
類

①
全
額
免
除
制
度

　

保
険
料
納
付
が
全
額
免
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

　

保
険
料
納
付
が
一
部
免
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方
の
保
険
料
納
付

を
猶
予
し
、
後
で
納
付
が
で
き
る

制
度
で
す
。
本
人
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
の
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

④
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
の
保
険
料
納
付
を
猶

予
し
、
後
で
納
付
が
で
き
る
制
度

で
す
。
本
人
の
所
得
が
一
定
の
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
申
請
先

○
新
居
浜
社
会
保
険
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
０
０

○
市
庁
舎
本
館
市
民
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

高
齢
者
世
帯
の
粗
大
ご
み
を

戸
別
収
集
し
ま
す

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶

予
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

※ネットやコンテナの中がいっぱいで、ペットボトルやガラス瓶が
　入りきらない場合は担当課へご連絡ください。

正しい
分別を

　資源ごみとして収集できるガラス瓶・ペットボトルは、飲
料用・食品用のものに限られています。

①キャップを必ず取り除く
②中を水洗いする
③足などでつぶしてネットに入れる

①キャップを必ず取り除く
②中を水洗いする
③色別にコンテナの中へ入れる

ガラス瓶の出し方

ペットボトルの出し方

　化粧瓶、薬品瓶、ガラス食器、汚れの取れないガラス瓶は「もえない
ごみ」の日に出してください。ビール瓶・一升瓶などは、洗って何回も
使用することができるため、購入店などで引き取ってもらいましょう。

　リサイクルできるペットボトルには「ＰＥＴ表示」が
あります。洗剤、シャンプーなどの容器、食用油などの
ボトル、汚れの取れないペットボトルは「もえるごみ」
の日に出してください。

○市庁舎別館衛生課　廃棄物対策係　℡0897－52－1338
○各総合支所市民福祉課　生活環境係（東予）
　　　　　　　　　　　　市民生活係（丹原・小松）

広報さいじょう　2008　7月号 12



　

中
国
河
北
省
に
あ
る
保
定
市
と

西
条
市
は
、
友
好
都
市
締
結
を
交

わ
し
て
お
り
、
市
で
は
市
民
間
の

草
の
根
交
流
を
図
る
た
め
、
次
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
訪
問
団
へ
の
補
助
金
交
付
】

　

自
主
的
に
保
定
市
を
友
好
訪
問

す
る
訪
問
団
に
、
訪
問
計
画
の
相

談
や
補
助
金
の
交
付
な
ど
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

■
補
助
金
の
交
付
条
件

○
市
民
間
の
友
好
親
善
を
目
的
と

す
る
こ
と
（
営
利
目
的
な
ど
を

除
く
）

○
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す

る
中
学
生
以
上
の
方
５
人
以
上

で
組
織
さ
れ
、
市
内
在
住
者
が

過
半
数
を
占
め
る
こ
と

○
保
定
市
に
２
日
以
上
滞
在
す
る

こ
と

○
他
の
公
的
機
関
か
ら
補
助
を
受

け
な
い
こ
と

○
一
度
補
助
金
を
受
け
た
方
に
は

2
年
間
交
付
し
ま
せ
ん

■
補
助
金
額

　

団
員
１
人
に
つ
き
３
万
円
を
限

度
と
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
決

定
し
ま
す
。

【
市
民
訪
中
団
の
団
員
募
集
】

　

団
員
の
方
に
は
、
訪
中
の
活
動

計
画
な
ど
を
協
議
い
た
だ
き
、
西

条
市
と
保
定
市
が
協
力
し
て
訪
中

を
支
援
し
ま
す
。

■
訪
中
日
程

　

９
月
下
旬
（
３
泊
４
日
）
予
定

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
・
通
勤

・
通
学
す
る
方

■
経
費　

1
人
当
た
り
約
12
万
円

■
応
募
期
限　

７
月
31
日
㈭

※
応
募
が
少
数
の
場
合
は
、
中
止

に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
０
６

　

最
低
賃
金
法
が
改
正
さ
れ
、
７

月
１
日
㈫
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

■
主
な
改
正
の
一
部

○
愛
媛
県
最
低
賃
金
は
、
生
活
保

護
施
策
と
の
整
合
性
を
配
慮
し

て
決
定

○
最
低
賃
金
を
遵
守
し
な
い
事
業

主
に
対
し
て
の
罰
則
強
化

○
派
遣
労
働
者
は
、
派
遣
先
の
最

低
賃
金
を
適
用

■
問
合
せ

○
愛
媛
労
働
局
賃
金
室

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
５

○
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
７

－

０
１
５
１

　

建
設
業
法
施
行
規
則
の
改
正
に

よ
っ
て
、
経
営
事
項
審
査
の
基
準

が
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
21
・
22
年

度
の
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
の
受
付
時
に
は
、
改
正
後

の
新
し
い
基
準
（
再
審
査
を
受
け

た
も
の
を
含
む
）
に
よ
る
経
営
事

項
審
査
の
結
果
通
知
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

申
請
書
を
提
出
す
る
際
に
、
決

算
期
の
関
係
で
改
正
後
の
経
営
事

項
審
査
の
結
果
通
知
書
を
添
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
審

査
庁
（
知
事
ま
た
は
国
土
交
通
大

臣
）
に
再
審
査
の
申
し
立
て
を
７

月
29
日
㈫
ま
で
に
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
再
審
査
の
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
各
審
査
機
関
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
・
22
年
度
の
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
の
受
付
は
、

平
成
21
年
１
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
契
約
課

　

工
事
契
約
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
５

友
好
都
市
「
保
定
市
」
と
の

草
の
根
交
流
を
支
援
し
ま
す

建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査

経
営
事
項
審
査
の
基
準
が
変
更

さ
れ
ま
し
た

最
低
賃
金
法
が
変
わ
り
ま
す

　「水の都西条」にふさわしい、きれいな河川にするため、多くの
皆さんの参加をお願いいたします。
■お願い　清掃用具は、できるだけ各自で準備してください。
　　　　　記念品を用意していますので、お持ち帰りください。
■問合せ　市庁舎別館環境課　水・環境保全係　℡0897－52－1382

■清掃対象水系
①新町川水系
②新川水系
③御舟川水系
④馬渕川・サラサラ川水系

　８月の「道路ふれあい月間」に併せて、四国の道
路を四国４県で一斉に歩きながら清掃し、みんなで
道路を快適に利用していこうとする取り組みです。
　コースは、近くの道を３㎞程度歩きながら清掃す
る「自由コース」と、四国４県に定められた集合場
所や道の駅などの周辺道路を清掃する「モデルコー
ス」があり、参加者には参加証が交付されます。
　詳しくは四国内にある、道の駅、高速道路ＳＡ、
国土交通省各事務所、各県・市町村に配布している
パンフレットをご覧いただくか、下記へお問い合わ
せください。
■参加申込期限　７月28日(月)

■問合せ　「88クリーンウォーク四国」

　　　　　実行委員会事務局　℡087－821－3510
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犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
を
築
く
た
め
、
強
調
月
間

中
は
市
内
各
所
で
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
運
動
に
対
す

る
ご
理
解
と
、
各
種
行
事
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
重
点
目
標

　

犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生
の

援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解

と
参
加
を
求
め
る

■
統
一
標
語

　

防
ご
う
犯
罪
と
非
行　

助
け
よ

う
立
ち
直
り

■
主
な
啓
発
活
動

○
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会

な
ど
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動

○
市
内
中
学
生
を
対
象
と
し
た
作

文
コ
ン
テ
ス
ト

○
西
条
地
区
大
会
を
７
月
25
日
㈮

に
総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で

開
催
。
10
時
か
ら
中
学
生
の
主

張
（
作
文
発
表
）、
作
文
入
賞

者
表
彰
式
、
13
時
30
分
か
ら
公

開
ケ
ー
ス
研
究
会

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
市
民
相
談
課
内

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

西
条
地
区
実
施
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
３

　

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

事
由
に
よ
っ
て
、
中
学
校
等
を
卒

業
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方

に
対
す
る
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

15
歳
以
上
に
な
る
方
（
日
本
国
籍

を
有
し
な
い
方
を
含
む
）

■
試
験
日　

11
月
４
日
㈫

■
試
験
場　

愛
媛
県
庁

■
願
書
提
出
先　

文
部
科
学
省

■
願
書
受
付
期
間

　

８
月
22
日
㈮
～
９
月
９
日
㈫

■
問
合
せ

　

県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
９
４
１

　

市
立
幼
稚
園
で
は
、
幼
稚
園
や

保
育
所
に
通
っ
て
い
な
い
幼
児
を

対
象
に
、
次
の
日
程
で
幼
稚
園
を

開
放
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
保
護
者
同
伴
で
、
気
軽
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
開
放
日

　

７
月
29
日
㈫
、
８
月
５
日
㈫
・

12
日
㈫
・
19
日
㈫

■
開
放
時
間

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所
・
問
合
せ

○
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
７

－

７
７
９
７

○
東
予
南
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

３
０
８
１

○
多
賀
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
６
７

○
国
安
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

５
３
３
２

○
燧
洋
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
７
７
３

○
小
松
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
２

－

２
７
０
２

　

総
務
省
で
は
、
先
の
大
戦
に
お

い
て
外
地
等
の
事
変
地
ま
た
は
戦

地
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務

に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社

救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
の
方
で
、
慰
労
給
付
金

の
受
給
資
格
を
有
し
な
い
方
に
対

し
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

■
請
求
期
限

　

平
成
21
年
３
月
31
日
㈫

■
問
合
せ

　

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

ＴＥＬ
０
３

－

５
２
５
３

－

５
１
８
２

　

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
手
続
き
は

偶
数
月
の
第
３
木
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）
に
、
愛
媛
県
庁
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

銃
砲
刀
剣
類
を
新
た
に
発
見
し

た
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
へ

発
見
の
届
出
を
し
て
か
ら
、
登
録

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
９
７
６

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間　

７
月
１
日
～
31
日

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
方
へ

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
贈
呈

銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
方
は

登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

幼
稚
園
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？

未
就
園
児
親
子
で
遊
ぼ
う

えひめ電子自治体共同運営サービス

　インターネットで簡単に行政機関への申請・届出が
できる電子申請サービスです。ぜひご利用ください。

　URL http://www.e-ehime.lg.jp/navigate/mu0/

※検索サイトで「えひめ電子自治体」を検索。
※市のホームページの「行政情報」からもリン
　ク（右記アイコンをクリック）しています。
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■
日
時

　

７
月
19
日
㈯　

10
時
～
16
時

■
場
所

　

銅
夢
に
い
は
ま
（
新
居
浜
市
）

■
内
容

　

簡
単
モ
ー
タ
ー
、
備
長
電
池
な

ど
の
科
学
体
験
、
は
た
ら
く
車
の

展
示
・
体
験
、
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ

ー
、
手
作
り
バ
ル
ー
ン
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
、
四
国
の
物
産
コ
ー
ナ
ー

■
問
合
せ

　

四
国
電
力
㈱
新
居
浜
支
店

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
７

－

４
３
０
０

　

巡
視
艇
「
い
よ
な
み
」「
せ
と
ぎ

り
」
に
乗
船
し
て
、
今
治
港
か
ら

来
島
海
峡
周
辺
を
航
海
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
21
日
㈪

　

今
治
港
第
１
桟
橋
発

　

①
13
時
30
分　

②
14
時

　

③
14
時
30
分

■
乗
船
所
要
時
間　

約
50
分
間

■
対
象　

小
学
生
以
上
で
、
狭
い

船
内
を
移
動
で
き
る
方

■
定
員

　

90
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
次
の
こ
と
を
明

記
し
て
、
７
月
８
日
㈫
必
着
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
は
が
き
１

枚
に
つ
き
５
人
ま
で
申
込
可
）

○
往
信
用
裏
面

　
「
体
験
航
海
申
し
込
み
」
と
記

入
し
、
乗
船
希
望
時
刻
、
責
任
者

と
同
乗
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
年
齢
を
明
記
。

○
返
信
用
表
面

　

責
任
者
の
住
所
、
氏
名
を
明
記
。

※
定
員
の
都
合
で
分
散
乗
船
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
先

　

〒
７
９
４

－

０
０
１
３

　

今
治
市
片
原
町
１

－

２

　

今
治
海
上
保
安
部
管
理
課

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

３
２

－

２
８
８
２

徳島インディゴソックス
　７月４日㈮　18時試合開始
　東予運動公園野球場

高知ファイティングドッグス
　８月22日㈮　18時30分試合開始
　東予運動公園野球場

香川オリーブガイナーズ
・９月５日㈮　18時30分試合開始
　東予運動公園野球場
・９月６日㈯　13時試合開始
　ひうち球場

○市庁舎別館スポーツ健康課
　℡0897－52－1255
○愛媛マンダリンパイレーツ球団㈱
　℡089－914－8102

問
合
せ

７月６日㈰　13時30分試合開始
ひうち球場

夏
休
み
よ
ん
で
ん
グ
ル
ー
プ

科
学
体
験
フ
ェ
ス
タ

巡
視
艇
体
験
乗
船

▲巡視艇「いよなみ」

◆スーパーキッズボート（エンジン付ゴムボート）
　時間：10時～、13時～
　対象：小学生以上（幼児は保護者同伴）
◆ジェットスポーツ（水上オートバイ）
　時間：10時～、13時～
　対象：小学生以上
◆バナナボート
　時間：11時～、14時～
　対象：小学５年生以上
◆モーターボート
　時間：11時～、14時～
　対象：小学生以上（幼児は保護者同伴）

◆クリーンキャンペーン
◆ボートライセンス展示コーナー
◆ストラックアウト
◆わなげ

※水上イベントに参加する方は、水にぬれても良い服装でお越しください。
※イベント内容は、天候などによって変更される場合があります。

見学時間：10時～12時、13時～15時

問合せ：市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255
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■
展
示
期
間

　

７
月
12
日
㈯
～
８
月
31
日
㈰

■
内
容　

か
ら
く
り
人
形
や
、
不

思
議
な
動
き
を
す
る
か
ら
く
り
作

品
を
展
示
。
身
の
回
り
の
道
具
や

機
械
の
構
造
・
仕
組
み
が
、
模
型

を
使
っ
て
体
験
で
き
ま
す
。

■
観
覧
料
（
特
別
・
常
設
共
通
）

　

大
人　

７
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

２
５
０
円

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
０

－

４
１
０
０

■
日
時
・
場
所

○
７
月
25
日
㈮　

10
時
～
13
時

　

西
条
運
動
公
園
総
合
プ
ー
ル

○
８
月
８
日
㈮　

10
時
～
13
時

　

東
予
運
動
公
園
プ
ー
ル

■
内
容　

障
害
者
や
母
子
家
庭
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
、
プ
ー
ル
を
開

放
し
ま
す
。

※
事
業
開
催
中
、
一
般
の
方
は
プ

ー
ル
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

７
月
18
日
㈮

※
障
害
者
団
体
や
福
祉
施
設
の
方

は
、
参
加
希
望
者
を
取
り
ま
と

め
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

■
日
時　

７
月
20
日
㈰　

18
時

■
内
容　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
。
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
や
イ
ベ

ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
場
所
・
問
合
せ

　

身
体
障
害
者
授
産
施
設

　

東
予
希
望
の
家

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
６
５
６

■
日
時　

７
月
20
日
㈰　

18
時

■
内
容　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
。
盆
踊
り
、
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
の
演
奏
、
模
擬
店
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

■
場
所
・
問
合
せ

　

身
体
障
害
者
療
護
施
設

　

て
い
ず
い

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

５
３
０
０

　

全
国
の
地
域
づ
く
り
活
動
家
が

一
堂
に
会
し
、
情
報
交
換
を
行
う

大
会
で
す
。
２
日
間
に
わ
た
り
全

体
会
、
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
開
催
日

　

11
月
14
日
㈮
・
15
日
㈯

※
13
日
㈭
に
は
前
夜
祭
を
開
催
。

■
場
所

　

宇
和
島
市
ほ
か
県
内
15
会
場

■
大
会
テ
ー
マ

　

き
な
は
い
や
伊
予
の
国
～
広
め

よ
う
地
域
づ
く
り
の
輪
～

■
参
加
方
法

　

地
域
づ
く
り
や
ま
ち
お
こ
し
に

興
味
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
事
前

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

参
加
す
る
分
科
会
で

異
な
り
ま
す
が
、
平
均
で
１
万
円

前
後
必
要
と
な
る
予
定
で
す
。

■
申
込
期
間

　

８
月
初
旬
～
９
月
中
旬
予
定

■
問
合
せ　

㈶
え
ひ
め
地
域
政
策

研
究
セ
ン
タ
ー
内　

愛
媛
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
２

－

７
７
５
０

URLh
ttp://w

w
w

.ecpr.or.jp/
taikai/

第
14
回　

き
ぼ
う
夏
ま
つ
り

総
合
科
学
博
物
館
特
別
展

ＫかＡ
ＲらＡ
ＫくＵ
ＲりＩ

メ
カ
の
し
く
み
と
動
き
の
ヒ
ミ
ツ

第
３
回　

て
い
ず
い
夏
祭
り

福
祉
プ
ー
ル

第
26
回
地
域
づ
く
り
団
体
全
国

研
修
交
流
会
愛
媛
大
会

今年は15号玉（45㎝）を含め、2,500発の花火を打ち上げます。
夏の夜空に乱舞する豪快で幻想的な美の祭典にお越しください。

ふれあい魚ッチング（自由参加）
■日時　７月27日(日)　10時～15時
■内容　海藻のおしば作り教室、海の生き物を見
　て触れて楽しむコーナー、試験研究の紹介など

体験学習（申込必要）
■日時　８月２日(土)　９時～12時
■内容　１日研究員として調査船「ゆり」に乗船
　し、伊予市沖で海洋調査を体験します。
■対象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
■定員　15人（定員を超えた場合は抽選）
■申込方法　住所、氏名、年齢（学年）、電話番
　号を明記し、ハガキかファックスで７月27日(日)
　まで（必着）に下記へお申し込みください。

※当日は混雑が予想されますの
　で、車でのお越しは極力避け
　てください。

問合せ：おかげん祭市民花火大会実行委員会
　　　　℡0898－64－5438

水産研究センター栽培資源研究所　一般開放
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■
日
時　

７
月
５
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

西
条
公
民
館

■
講
師

　

西
条
市
Ａ
Ｌ
Ｔ　

ト
ム
・
シ
ャ

ラ
氏
（
イ
ギ
リ
ス
出
身
）

■
テ
ー
マ

　

The H
istory of M

exico

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
主
催　

エ
リ
ス
（
西
条
英
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
主
催　

西
条
国
際
交
流
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会

　
　
　
　

　

夏
は
水
の
事
故
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。
積
極

的
に
受
講
し
て
、
応
急
手
当
の
方

法
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

　

７
月
20
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生

法
の
講
習

■
申
込
先

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－
０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
６
８

－

０
１
１
９

■
日
時　

７
月
24
日
㈭
・
25
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
所　

西
消
防
署
大
会
議
室

■
定
員　

70
人
（
先
着
順
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

２
２
６
０
円

■
申
込
期
間　

７
月
18
日
㈮
ま
で

■
申
込
方
法　

申
込
先
に
あ
る
申

込
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

○
消
防
本
部
予
防
課　

予
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

○
西
消
防
署

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

■
日
時　

７
月
22
日
㈫
～
25
日
㈮

・
28
日
㈪　

９
時
～
16
時

■
場
所　

㈳
西
条
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
東
予
事
務
所

■
内
容　

剪せ
ん
て
い定

・
消
毒
作
業
な
ど

■
対
象　

全
日
程
に
参
加
で
き
る

60
歳
代
前
半
層
の
方

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

㈳
西
条
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
東
予
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
６

－

１
５
８
０

■
日
程
（
２
回
実
施
）

○
７
月
31
日
㈭
～
８
月
２
日
㈯

○
８
月
20
日
㈬
～
22
日
㈮

■
場
所　

丹
原
農
村
婦
人
の
家
加

工
室
（
Ｊ
Ａ
周
桑
田
野
支
所
隣
）

■
内
容　

地
元
の
大
豆
を
使
っ
て

お
い
し
い
味
噌
造
り
に
挑
戦
。

■
費
用　

材
料
費
実
費

■
対
象　

全
日
程
（
３
日
間
）
に

参
加
可
能
な
方

■
定
員　

各
６
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間

　

７
月
７
日
㈪
～
11
日
㈮

■
申
込
先　

丹
原
総
合
支
所
農
林

水
産
課　

農
林
水
産
係

■
主
催

　

丹
原
町
ふ
る
さ
と
の
味
研
究
会

国
際
理
解
講
座

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

造
園
ア
シ
ス
タ
ン
ト
養
成
講
習
会

味み

そ噌
造
り
新
人
養
成
講
座

日　　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

４日　18：00 東予運動公園野球場

５日･６日　9：00 東予運動公園野球場

６日　 9：00 東予運動公園多目的広場・球技場

６日　 9：00 西条西部体育館

６日　13：30 ひうち球場

13日　 8：30 東予体育館

13日　 8：30 東予運動公園多目的広場

13日　 9：00 東予運動公園野球場

13日　 9：30 総合体育館

16日･17日   9：00
19日･20日 10：00 ひうち球場　※雨天順延で変更有

19日･20日　9：00 東予体育館ほか

20日　10：00
21日　 9：00 総合体育館ほか

27日　 9：00 ひうち陸上競技場

27日　10：00 西条港

四国・九州アイランドリーグ公式戦　愛媛ＶＳ徳島

天皇賜杯第63回全日本軟式野球大会愛媛県大会

西条市スポーツ少年団夏季サッカー大会

西条市家庭婦人バレーボール大会

読売ジャイアンツ２軍vs愛媛マンダリンパイレーツ交流戦

第３回西条市スポーツ少年団本部長杯ミニバス大会

第３回西条市スポーツ少年団本部長杯ソフトボール大会

西条市市長杯軟式野球大会優勝決定戦

第10回えひめ交流インディアカ大会

第90回全国高等学校野球選手権記念愛媛大会（２・３回戦）

第３回西条市スポーツ少年団本部長杯バレーボール大会

第45回四国地区高等専門学校体育大会（バレーボール）

佐々木記念西条ひうち記録会

マリンフェスタin西条

日時 ７月21日(月)　10時～17時

場所 食の創造館

　地産地消にこだわり、地元食材を使っ
た食品・加工品などの販売をするほか、
体験ブース、リラックス空間など楽しく
て、おいしいイベントが盛りだくさん。
※入場は無料ですが、参加費が必要な催
　しもあります。

問合せ　食の創造館　℡0898ー65－7150
主催　ＫｅｅｐＢｌｕｅ
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【
山
里
で
過
ご
す
一
日
】

■
日
時　

７
月
19
日
㈯　

９
時
～

16
時
15
分
（
７
時
30
分
に
Ｊ
Ｒ
伊

予
西
条
駅
に
集
合
。
雨
天
中
止
）

■
内
容　

水
棲
昆
虫
の
観
察
な
ど

水
辺
で
過
ご
し
ま
す
。

■
参
加
費　

１
５
０
０
円
（
昼
食

代
等
込
。
別
途
バ
ス
代
必
要
）

■
定
員　

10
人

【
水
中
お
魚
観
察
会
】

■
日
時　

７
月
21
日
㈪

　
　
　
　

13
時
～
14
時
30
分

■
内
容　

水
に
潜
り
、
淡
水
魚
の

観
察
を
し
ま
す
。

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
定
員　

10
人

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

■
日
時　

７
月
23
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所

　

加
茂
川
メ
ロ
デ
ィ
ー
橋
上
流

■
講
師

　

西
条
自
然
学
校　

山
本
貴
仁
氏

■
内
容

　

簡
単
な
水
質
調
査
、
水
の
中
に

す
む
生
き
物
の
観
察

■
対
象　

市
内
の
小
・
中
学
生

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

■
定
員　

40
人

■
申
込
期
限　

７
月
16
日
㈬

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
環
境
課

　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

E ﾒｰﾙ kankyo@
saijo-city.jp

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
ビ
ル
ダ
ー
で
作
る
Ｈ
Ｐ

　

７
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　

申
込
期
限　

７
月
11
日
㈮
13
時

○
学
生
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

　

８
月
２
日
㈯

　

申
込
期
限　

７
月
18
日
㈮
13
時

　

８
月
５
日
㈫

　

申
込
期
限　

７
月
22
日
㈫
13
時

○
就
職
・
進
学
に
役
立
つ
学
生
パ

ソ
コ
ン
講
座

　

８
月
７
日
㈭
・
８
日
㈮

　

申
込
期
限　

７
月
24
日
㈭
13
時

○
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
チ
ラ
シ

を
作
っ
て
み
よ
う
！

　

８
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

　

申
込
期
限　

７
月
25
日
㈮
13
時

○
ワ
ー
ド
実
務
操
作

　

８
月
11
日
㈪
・
12
日
㈫

　

申
込
期
限　

７
月
28
日
㈪
13
時

○
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
試
験
対
策
・
文

書
作
成

　

８
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　

申
込
期
限　

８
月
８
日
㈮
13
時

■
専
門
技
術
研
修

○
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｅ
で
立
体
図
形
を
描

い
て
み
よ
う
!

　

８
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

　

申
込
期
限　

７
月
25
日
㈮
13
時

■
受
講
時
間　

９
時
～
16
時

■
問
合
せ

　

各
講
座
で
受
講
料
等
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
東
予
産
業
創
造
セ

ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

■
日
時　

８
月
１
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
講
師　

日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県

支
部　

加
地
弘
明
氏

■
内
容　

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て

■
定
員　

30
人
程
度

■
問
合
せ　

西
条
市
社
会
福
祉
協

議
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

■
受
講
期
間
・
時
間

　

８
月
初
旬
～
10
月
初
旬　

18
時

30
分
～
20
時
30
分
（
全
18
回
）

■
場
所　

西
条
商
工
会
館

■
内
容　

商
業
簿
記
（
日
商
簿
記

３
級
程
度
）

■
受
講
料　

９
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

７
月
18
日
㈮

■
申
込
先

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

●日時　７月21日(月)
　午前の部：10時～　午後の部：13時30分～
●内容　２人１組で手打ちうどん作りを体験します。
●対象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
●定員　各20組（先着順）
●参加費　１組1,500円　　　●申込期限　７月14日(月)

●日時　７月30日(水)　10時～13時
●内容　夏野菜・果物を使ったパン・ケーキ作り。
●講師　ＪＨＢＳ講師　余吾加代子氏
●対象　小学４年生～中学３年生
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　1,500円　　　●申込期限　７月23日(水)

●日時　７月29日(火)　９時30分～13時
●内容　地元の食材を使った涼しげな和菓子作り。
●講師　アオヤギ菓舗　寺町辰昌氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　1,500円　　　●申込期限　７月22日(火)

【臨時休館のお知らせ】　７月７日㈪・22日㈫は清掃作業などのため臨時休館します。

水
と
親
し
む
青
空
教
室

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

商
工
会
議
所
複
式
簿
記
講
習
会

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室
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■
日
時　

７
月
23
日
㈬

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師

　

野
菜
ソ
ム
リ
エ　

杉
森
哲
史
氏

■
内
容

　

食
育
講
座
「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
に

よ
る
野
菜
生
活
の
ス
ス
メ
」

■
申
込
期
限　

７
月
16
日
㈬

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
女
性
児

童
福
祉
課
内　

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
６
６
６

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

７
月
26
日
㈯
・
８
月
23
日
㈯

○
キ
ッ
ズ
の
部
（
４
歳
～
12
歳
）

　

10
時
～
11
時
30
分

○
一
般
の
部
（
初
級
・
中
級
者
）

　

14
時
～
17
時

■
場
所　

ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ

西
条
事
業
所
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
講
師　

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
専
属
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

永
岡
宏
士
氏

■
定
員　

各
30
人

■
申
込
先

　

西
条
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
３
６

※
キ
ッ
ズ
の
部
の
用
具
は
主
催
者

が
準
備
し
ま
す
。
一
般
の
部
は

各
自
で
用
具
が
必
要
で
す
。

【
講
習
会
】　

■
日
時　

10
月
７
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

松
山
市
役
所
大
会
議
室

■
受
講
料　

４
０
０
０
円

【
試
験
】

■
日
時　

11
月
８
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

松
山
大
学

■
手
数
料　

４
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】

　

７
月
24
日
㈭
か
ら
申
込
用
紙
を

下
水
道
業
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

■
申
込
期
間　

試
験
・
講
習
会
と

も
に
８
月
15
日
㈮
～
９
月
４
日
㈭

■
申
込
先

　

市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会

　

市
で
は
11
月
１
日
の
市
制
施
行
記
念
の
日
に
、
社
会
公
共
の
福
祉

に
ご
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
模
範
と
な
る
方
々
の
表
彰
を
行
い

ま
す
。
表
彰
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
該
当
者
の
具
体
的
事
例
】

①
自
分
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
、
人
命
を
救
助
し
た
場
合

②
寝
た
き
り
の
病
人
を
長
年
に
わ
た
り
世
話
す
る
な
ど
、
行
い
に
お

い
て
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
場
合

③
業
務
に
励
み
、
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
場
合

④
学
術
・
芸
術
上
の
発
明
改
良
・
創
作
な
ど
に
お
い
て
、
特
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
場
合

⑤
公
共
の
た
め
に
私
財
を
寄
附
し
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
場
合

⑥
市
の
発
展
に
尽
く
し
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
場
合

⑦
教
育
・
慈
善
・
青
少
年
の
健
全
育
成
・
そ
の
ほ
か
社
会
事
業
に
尽

く
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
場
合

⑧
商
工
業
・
農
林
漁
業
・
そ
の
ほ
か
産
業
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
場
合

【
表
彰
該
当
者
の
住
所
等
】

　

西
条
市
民
ま
た
は
西
条
市
に
所
在
の
団
体
（
市
外
在
住
者
ま
た
は

団
体
で
本
市
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
含
む
）

【
推
薦
用
紙
】

　

市
庁
舎
本
館
３
階
総
務
課
総
務
係
、
各
総
合
支
所
総
務
課
、
各
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。

【
提
出
期
限
】

　

７
月
18
日
㈮

【
提
出
先
】

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課
総
務
係　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
６

　

８
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
に
小
松

町
駅
前
通
り
で
開
催
さ
れ
る
「
小

松
町
ふ
る
さ
と
祭
り
」
で
、
の
ど

自
慢
大
会
を
行
い
ま
す
。

　

の
ど
自
慢
大
会
で
自
慢
の
声
を

披
露
し
ま
せ
ん
か
？　

市
内
在
住

の
方
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

８
月
２
日
㈯　

19
時
開
演

■
出
場
者
数　

先
着
30
組

※
グ
ル
ー
プ
で
の
出
場
も
可
。
出

場
順
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

７
月
18
日
㈮

■
申
込
先

　

周
桑
商
工
会
小
松
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
２

－

２
１
１
９

【
納
涼
茶
会
お
茶
券
事
前
販
売
】

　

小
松
町
ふ
る
さ
と
祭
り
で
開
催

す
る「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
納
涼
茶
会
」

の
お
茶
券
を
事
前
販
売
し
ま
す
。

■
開
催
日
時
・
場
所

　

８
月
２
日
㈯　

18
時
30
分

　

㈲
高
井
呉
服
店
大
広
間

■
販
売
価
格　

１
枚
３
０
０
円

■
販
売
場
所　

㈲
高
井
呉
服
店
、

周
桑
商
工
会
小
松
支
所

※
お
茶
菓
子
の
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
事
前
に

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

小
松
町
ふ
る
さ
と
祭
り

の
ど
自
慢
大
会
出
場
者
募
集

テ
ニ
ス
教
室

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
・
受
験
講
習
会
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観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め
実
施
し
て
い

る
、
松
山
空
港
ビ
ル
ロ
ビ
ー
展
の

出
展
だ
ん
じ
り
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
だ
ん
じ
り
数

　

２
台
（
白
木
・
塗
り
各
１
台
）

※
希
望
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
出
展
期
間

　

８
月
３
日
㈰
～
10
日
㈰

■
経
費
等

　

だ
ん
じ
り
を
所
有
す
る
代
表
者

と
委
託
契
約
を
締
結
し
、
作
業
経

費
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。
保
険
に

つ
い
て
は
市
が
加
入
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

担
当
課
に
あ
る
申
込
書
に
て
、

７
月
11
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

観
光
振
興
課
観
光
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

■
テ
ー
マ　

灯
台
の
あ
る
風
景

■
応
募
資
格　

小
・
中
学
生

■
作
品
の
規
定

　

Ａ
３
、
Ｂ
３
、
八
つ
切
り
、
四

つ
切
り
い
ず
れ
か
の
画
用
紙
に
、

水
彩
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
消

え
に
く
い
画
材
で
描
い
た
、
未
発

表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

■
応
募
方
法

　

作
品
裏
面
に
題
名
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
、
性
別
、
生
年
月
日
、

学
年
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
・
所
在
地
を
明
記
の
上
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　

９
月
12
日
㈮

■
応
募
先

　

〒
１
０
５

－

０
０
０
１　

東
京

都
港
区
虎
ノ
門
１

－

３

－

６　

彩

翠
ビ
ル　

社
団
法
人
燈
光
会

ＴＥＬ
０
３

－

３
５
０
１

－

１
０
５
４

■
募
集
項
目
・
応
募
資
格

○
航
空
学
生

　

21
歳
未
満
の
高
校
卒
業
者
・
卒

業
見
込
者

○
一
般
曹
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

○
２
等
陸
・
海
・
空
士

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈮
～
９
月
10
日
㈬

※
２
等
陸
・
海
・
空
士
は
年
間
を

通
じ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

　

今
年
の
産
業
祭
は
「
輪
を
広
げ

新
た
に
歩
む　

水
の
都
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
11
月
８
日
㈯
・
９
日

㈰
に
開
催
し
ま
す
。

　

産
業
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
産

業
祭
に
ふ
さ
わ
し
く
、
こ
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
合
っ
た
サ
ブ
テ
ー
マ

を
募
集
し
ま
す
。
昨
年
度
の
サ
ブ

テ
ー
マ
は
「
水　

光　

笑
顔
あ
ふ

れ
る
産
業
祭
」
で
し
た
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
優

秀
賞
１
点
、
佳
作
３
点
を
選
び
、

表
彰
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

は
が
き
に
応
募
サ
ブ
テ
ー
マ
、

住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
８
月
22
日
㈮
ま

で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先

　

〒
７
９
３

－

０
０
３
５　

福
武

甲
２
０
９
３　

西
条
農
業
高
等
学

校
（
西
条
市
産
業
祭
事
務
局
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
１
１

第
51
回
西
条
市
産
業
祭
の

サ
ブ
テ
ー
マ
を
募
集
し
ま
す

　

楽
し
い
「
か
か
し
」
の
出
展
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
個
人
、
団
体

は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
出
展

し
て
く
だ
さ
い
。
優
秀
作
品
に
は

賞
状
・
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
出
展
方
法

　

８
月
18
日
㈪
ま
で
に
応
募
先
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、
主
催

者
が
作
品
を
取
り
に
伺
い
ま
す
。

■
展
示
期
間
・
場
所

　

８
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

　

周
桑
農
協
直
販
所
「
周
ち
ゃ
ん

広
場
」

■
投
票
の
受
付

　

展
示
期
間
中
は
コ
ン
テ
ス
ト
の

投
票
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

９
時
～
15
時
の
間
に
投
票
を
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
抽
選
で

景
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
応
募
先　

市
庁
舎
本
館
農
林
水

産
課　

農
政
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
６

■
主
催

　

西
条
市
青
年
農
業
者
協
議
会

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

昨年の最優秀作品（小学生の部）
飯岡小学校
飯岡きたろうグループ
「かかしのきたろう」

自
衛
官
募
集

灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

松
山
空
港
ビ
ル
ロ
ビ
ー
展

出
展
だ
ん
じ
り
募
集

　西条市観光協会では、８月17日(日)に
開催予定の市民納涼花火大会で「結婚
祝い」「出産祝い」「入学祝い」「金
婚祝い」など、皆さまの心に残る記念
花火の打ち上げを実施します。
　この機会にご家族やご友人へメッセージを添えて、想い出に残
る記念花火をプレゼントしてみませんか。
特典
○お名前とメッセージを花火のプログラムに掲載するとともに、
　当日は心のこもったメッセージを現地にて放送します。
○記念花火写真にメッセージを入れてプレゼントします。
金額　１口１万円
募集期間　７月18日(金)まで
申込先　十河信二記念館内　西条市観光協会　℡0897－56－2605
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７月の休館日：毎週月曜日（21日開館）、22日㈫
開館時間：10時～21時

※７月23日㈬は小学校水泳記録会のため､一般開放は14時から。

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　℡0898－75－3933

夏休み短期水泳教室　参加者募集
　１期：７月30日㈬～８月２日㈯（４日間）
　２期：８月27日㈬～30日㈯（４日間）
　対象：小学生　定員：各45人（先着順）
　参加費：3,500円（両期の場合は6,000円）
　申込期限：１期　７月19日㈯ 、２期　７月31日㈭
水中エアロビクス教室　参加者募集
　７月の毎週木曜日　19時～20時　
　参加費：3,000円（５回コース）
市内小・中学生無料開放日
　７月５日㈯・12日㈯　10時～12時

生涯学習の館　天神1－205　℡0897－53－8686

親子木工創作教室　参加者募集
　日程など詳しくは生涯学習の館へお問い合わせください。
　材料費は個人負担。対象：小学４～６年生　定員：６組
木工創作教室　７月12日㈯・26日㈯　13時～17時
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
水彩画・油絵教室　７月５日㈯・19日㈯　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
中高年ピアノ教室　７月２日㈬・16日㈬　13時～16時
　対象：40歳以上の初心者
グループどんぐり作品展　７月１日㈫～29日㈫
　油絵を展示します。

７月の休館日：毎週月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬
開館時間：９時～22時

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29

℡0898－76－3111（オアシス） ℡0898－76－3511（椿交流館）

紙飛行機を作ってギネス記録に挑戦しよう！　参加者募集
　７月27日㈰　10時～　場所：オアシス館３階会議室
　定員：100人（要申込・先着順）
　用具は各自で準備。
　協賛：日本宇宙少年団四国地区連絡
　　　協議会、宇宙航空研究開発機構
　　　宇宙教育リーダー　伊川茂樹氏

謎の空中都市　行ってなるほど　マチュピチュ写真展
　７月１日㈫～29日㈫　　場所：椿交流館
　ペルーの謎の多いインカ遺跡の写真展です。

７月の休館日：石鎚山ハイウェイオアシス館：無休
　　　　　　　椿交流館（椿温泉こまつ）：毎週水曜日
開館時間
石鎚山ハイウェイオアシス館：９時～18時
（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
椿交流館（椿温泉こまつ）：10時～22時（札止め21時30分）

西条運動公園総合プール
東予運動公園プール

利用期間　７月１日㈫～８月31日㈰　10時～18時
※７月20日㈰から８月19日㈫までは、19時までご利用いただけます。

■利用上の注意事項
○小学３年生以下の児童や幼児は、
　必ず保護者が同伴してください。
　保護者がいない場合は、事故防
　止のため入場をお断りします。
○目や皮膚の病気、伝染の恐れが
　ある病気にかかっている方の入
　場はお断りします。
○管理者の指示には、必ず従って
　ください。
■イベント開催時のお願い
○次の日程は福祉プール開催のため、参加者以外は13時まで利用できません。
　西条運動公園総合プール：７月25日㈮　東予運動公園プール：８月８日㈮
■問合せ
　西条運動公園総合プール　ひうち１－２　TEL0897－53－3200
　東予運動公園プール　河原津新田甲157      TEL0898－66－0361　

【 料　金 】（１人当たり）
　　大　人　　　300円
　　中・高校生　200円
　　小学生　　　100円
【団体料金】（30人以上１人当たり）
　　小学生　　　 80円
※障害者手帳をお持ちの方、65歳以上の方、
　一人親世帯の方などには、減免制度があ
　ります。

　各種水泳教室において水中モニターを利用す
ると、水中での動きをその場で客観的に映像に
よって確認することができ、より効果的に指導
を行うことができます。
　また、個人的に水中フォームなどをチェック
したい方にもご利用いただけます。

■問合せ　丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　　　 TEL0898－75－3933

西条郷土博物館　明屋敷237－1　℡0897－56－3199

所蔵品展　７月２日㈬～31日㈭

７月の休館日：毎週月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬
開館時間：９時～17時

７月の休館日：毎週月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬
開館時間：９時～16時30分

愛媛民芸館　明屋敷238－8　℡0897－56－2110

館蔵品展　
　松山竹細工をはじめとする国内外のざる・籠類のほか、
倉敷や沖縄の民芸ガラスを展示します。

水中モニターが
丹原Ｂ＆Ｇ海洋センターに設置されました。

区分

西条市民

市外の方

使用登録料

無料

1,000円

使用料

300円

300円

（年度ごと） （１回につき）

▼水中モニターの使用料

※別途200円で、映像を録画したＤＶＤを差し上げます。
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こどもの国　明屋敷131－2　℡0897－56－8115

プラネタリウム情報
夏秋番組「リカちゃんとプラネタリウムへＧＯ！」
投影開始時間（10分前にはお越しください）
○火～土曜日：13時30分、15時
○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
○夏休み期間中：上記時間のほか、火～土曜日は16時、日
　曜日は16時40分から投影します。
○夏休み期間中は第２・４土曜日の無料投影は行いません。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。
夏休み読書マラソン　７月19日㈯～８月31日㈰
　こどもの国で記録表をもらって、期間中に読んだ本の名
前を記録し、42冊か21冊を読み終えた方に記念品を贈呈し
ます。記録表の提出期限は９月７日㈰です。
墨彩画展（葦の会グループ）　
　７月26日㈯～８月13日㈬　※最終日は15時まで

７月の休館日：毎週月曜日（21日開館) 、22日㈫、23日㈬
開館時間：８時30分～17時（夏休み期間中は９時30分～18時）

考古歴史館　福武乙27－6　℡0897－55－0419

組細工展　～パズルの木～　７月２日㈬～30日㈬
　市内在住の福滝義夫さんによる
組木細工展です。動物やおひなさ
ま、こいのぼりなどの形。どうす
れば平面から立体に変わるかな？
考古学講座　７月６日㈰　13時～15時
　テーマ：住まい（住居の変遷）　対象：小学生以上
　講師：㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター　岡田敏彦氏

７月の休館日：毎週月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬
開館時間：９時～17時 東予郷土館　周布427　℡0898－65－4797

カブトガニ探検隊　ー干潟を観察しようー
　７月19日㈯　15時30分～
　河原津海岸でカブトガニの幼生を探しながら、干潟にす
む生物や自然環境について学習します。小学３年生以下の
参加は、保護者が同伴してください。
　ファックス（0898ー65ー5815）か電話で申し込めます。
西条市の句碑展
　７月10日㈭～８月31日㈰
　西条市にある句碑を写真と資料で紹介します。
夏休み子ども特別教室　参加者募集　
　申込期限：７月21日㈪
○野草の手漉きハガキ　７月29日㈫   13時30分～15時30分
　定員：20人（先着順）　費用：無料
○うちわにお絵かき　７月30日㈬　 13時30分～15時30分
　定員：20人（先着順）　費用：100円
○紙粘土工作　８月２日㈯　 13時30分～15時30分
　定員：20人（先着順）　費用： 200円

７月の休館日：毎週月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

７月の休館日：毎週月曜日
開館時間：８時30分～17時

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　℡0898－68－4610

書道展（前期）７月５日㈯まで
書道展（後期）７月８日㈫～22日㈫
　市内の有志書道家による作品を展示します。
伊予版画協会展　７月26日㈯～８月９日㈯
　愛媛版画界を代表する作家の皆さんによる作品展です。

備　　　　考

こどもの国　７月の行事予定表

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

絵画教室 ５日・21日
10：00～12：00

小学２～６年生
定員：10人

５歳児～小学６年生
定員：20人
幼児は保護者同伴

19日
10：00～12：00

６日
13：30～16：30

木彫教室

五色百人一首で遊ぼう

太陽や星を見る会（第２回）
テーマ：夏の星座と惑星

染め物教室

12日
13：30～12：00

13日
14：00～15：00

小学４年生以上
定員：60人

小・中学生、定員：16人
材料費：250円
幼児は保護者同伴

21日
13：30～15：30

囲碁教室

小学３年～中学生
定員：10人

12日
19：30～21：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

小学生のみ
定員：20人
材料費：350円
必要なもの：汚れてもよい
ハンカチか手ぬぐい１枚

陶芸教室
器作りにチャレンジ！

26日
Ａ 10：00～12：00
Ｂ 13：00～15：00
Ｃ 15：10～17：10
27日
Ｄ 10：00～12：00
Ｅ 13：00～15：00
Ｆ 15：10～17：10

小学４年生以上・一般
定員：30人    必要なもの：弁当
各自の車で出発します。

地球探検（第３回）
加茂川の岩石を採集しよう

20日
９：00～14：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

おもしろ工作
シールを作ろう！

英語絵本の読み聞かせストーリーテリング

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

小・中学生　定員：20人
材料費：30～400円

楽しい電子工作
ストロボフラッシュを作ろう

19日・31日
13：30～16：30

13日・25日・30日
13：30～15：30

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人

24日
13：30～16：30

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

６日
10：00～12：00

イラスト教室

将棋教室

小・中学生
定員：10人

20日
13：30～15：00

小学生
定員：30人

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや 毎週土・日曜日

14：00～14：30

行事・教室名 日　　時

楽しい電子工作
バーナル楽器を作ろう

楽しい電子工作
光センサーライトを作ろう

親子木工教室

楽しい電子工作
オルゴールボックスを作ろう

19日
13：30～15：00

小学４～６年生
定員：10人

31日
13：30～15：30

毎週土曜日
11：00～11：30

夏休み期間中（７月21日～８月31日）の教室は、７月13日㈰以降
に直接こどもの国でお申し込みください（電話申込不可）。
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７月の休館日：毎週月曜日、22日㈫
開館時間：８時30分～17時

■７月13日・27日（日曜日）
若葉町みんなの広場　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：50～11：30
田野公民館　　　　　14：00～14：40
佐伯記念館　　　　　15：00～15：50

■７月８日・22日（火曜日）
加茂公民館　　　　　10：00～10：30
伊曽乃神社鳥居前　　10：50～11：30
中川公民館　　　　　14：00～14：50
氷見公民館　　　　　15：30～16：20

■７月１日・15日・29日（火曜日）
玉津団地集会所　　　10：00～10：30
大谷西　　　　　　　10：40～11：20
港新地集会所　　　　13：30～14：00
生涯学習の館　　　　14：30～15：10
玉津小学校　　　　　15：20～16：20

■７月９日・23日（水曜日）
千野々バス停前　　　10：00～10：30
舟形バス停横　　　　11：00～11：30
新御堂児童公園　　　13：30～14：00
野々市集会所　　　　14：10～14：40
橘公民館　　　　　　14：50～15：20
神戸公民館　　　　　15：40～16：30

■７月２日・16日・30日（水曜日）
船屋集会所　　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　11：00～11：30
飯岡公民館　　　　　13：30～14：30
西福寺入口　　　　　14：50～15：20
ＪＡ西条玉津支所　　15：40～16：10

■７月５日・19日（土曜日）
飯岡西原集会所　　　10：00～10：40
グリーンハイツ３号公園　10：50～11：30
オレンジハイツグラウンド　13：30～14：20
大町公民館　　　　　14：40～15：30

■７月12日・26日（土曜日）
小松農村環境改善センター　10：00～10：40
氷見西町集会所　　　11：00～11：30
旧西田郵便局横　　　13：30～14：10
禎瑞中組　　　　　　14：30～15：00
八幡集会所　　　　　15：20～15：50

■７月６日・20日（日曜日）
兎之山集会所　　　　10：00～10：30
ＪＡ西条神戸低温倉庫　11：00～11：30
ＪＡ周桑徳田支所　　14：00～14：40
ＪＡ周桑光下田出張所　15：00～15：40

※カワセミ号をご利用いただくには、西条図書館の「利用カード」が必要です。

▼７月の移動図書館車「カワセミ号」巡回コース▼

　児童館で開催する催しや教室などを紹介します。
　詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い合
わせください。
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511
■英語おはなし広場
　７月10日㈭・24日㈭　11時～11時20分
　英語絵本の読み聞かせなど
■ゲーム遊び
　７月12日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生　定員：15人
■作って遊ぼう「空気砲作り」（申込必要）
　７月25日㈮　10時30分～11時30分
　対象：幼児・小学生　定員：20人
　必要なもの：空の丸型500㎖ペットボトル
　県総合科学博物館の講師による科学ショーも開催さ
れます。

西条西部児童館    氷見西新開59   ℡0897－57－6061
■七夕・笹かざり
　７月２日㈬～６日㈰の開館時間中
■こども映画会「日本むかし話」
　７月５日㈯　13時30分～14時30分
■こども夏祭り
　７月20日㈰　10時30分～14時30分　
　のみの市、バザー、工作など　

東予西児童館   広岡甲92－2　 ℡0898－66－5342
■茶道クラブ
　７月12日㈯　10時～12時
　対象：幼児・小学生
■リズム教室
　７月19日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生　　
■こども映画会「レミーのおいしいレストラン」
　７月26日㈯　13時30分～15時30分
■光る泥だんご作り（申込必要）
　７月30日㈬　14時～15時30分
　対象：５歳以上の幼児・小学生　定員：50人
　費用：100円
　えひめこどもの城から児童厚生員が来ます。

丹原児童館    丹原町池田1802－3   ℡0898－68－6960
■作って遊ぼうデー「ぴょんぴょんキャラクター」
　７月６日㈰　10時～11時30分
　ペットボトルで、おもちゃを作ります。
■水遊び
　７月17日㈭～８月15日㈮の毎週木・金曜日
　10時30分～11時30分
　シャボン玉遊び、色水遊びなど
■親子木工教室（申込必要）
　７月27日㈰　10時～12時
　対象：小学生親子　定員：20組
　専門家（丹原地区林業研究会）の指導のもと、親子
で本箱を作ってみよう。

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

第７回 新収蔵資料展　～保存と活用～　７月13日㈰まで
　平成19年度に市民の方々からご寄
贈・ご寄託いただいた郷土資料を公
開します。展示品は、小松七代藩主
の書、藩士の武術伝書や唐金製の花
活けなどです。また、収蔵品のうち、修理の必要な書や古文書
等の表具・裏打補修なども展示していますので、保存と活用の
実際についてもご覧ください。

７月の休館日：毎週月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬、31日㈭
開館時間：９時30分～17時30分

７月の休館日：毎週月曜日（21日開館）、22日㈫、23日㈬、31日㈭
開館時間：９時30分～19時

風歯
賀名生岳／著

西条図書館　　　明屋敷238－2　　　　　  ℡0897－56－2668
東予図書館　　　周布427　　　　　　　　℡0898－65－4797
小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

愛娘を人質にとら
れ、将軍尊氏の虫
歯を治すよう命じ
られた丹波兼康の
苦悩を描く。

出版：新人物往来社

かぶと三十郎
きみのために生きるの巻
宮西達也／作・絵
弱いものいじめを
しているゴキゾウ
をこらしめたかぶ
と三十郎。ゴキゾ
ウは仕返しを頼み
ますが…。

出版：教育画劇

※平成20年度夏休み向け「課題図書」入荷しました。
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ありがとうございました
　次の方々からご厚志をいただきました。
厚くお礼申し上げます。
　　　　　　　　　 （順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽玉井由美子（壬生川）▽栗田房信（周
布）▽青野国広（高田）▽黒河純夫（丹
原町高知）▽飯岡小学校ＰＴＡ▽済生
会西条病院売店▽国興産業㈱▽全抑協
東予支部▽別宮自動車工業▽匿名１件

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）
▽散髪　伊藤泰博（明神木）▽新聞　
芥川秀人（神拝甲）▽押し花指導　佐
藤ミヨ・秋月理作子（大町）、長瀬　皋（中
野甲）▽歌・ふれあい交流会　古川保
育園▽運動会への招待　みどり保育園

■老人ホーム石燧園へ
▽入所者用衣類　首藤あすか（下島山
甲）▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部　

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽喫茶・カレンダー作り　コープえひ
め福祉グループ▽カラオケ　喜多台カ
ラオケ親睦会▽外出介助　小松ともし
び会

　

世
の
中
に
は
「
男
性
」
と
「
女

性
」
し
か
い
な
い
？

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
世
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中

に
は
男
性
と
女
性
し
か
お
ら
ず
、

「
男
性
」
は
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の
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徴
の
あ

る
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体
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持
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、
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て
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的
な
行
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を
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、
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を
好

き
に
な
る
。「
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性
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徴
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あ
る
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を
持
ち
、
女
性

的
な
行
動
を
し
、
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を
好
き
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る
。
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あ
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と
考
え
ら
れ
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一
面
が
あ
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よ
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に
思
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れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
、「
金
八

先
生
」
な
ど
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や

特
別
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組
で
、
性
同
一
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が

取
り
上
げ
ら
れ
、
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対

す
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識
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か
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ま

っ
て
き
ま
し
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人
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純
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二
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タ
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ン
に
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け
、
そ
れ

だ
け
を
認
め
て
、
そ
れ
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外
を
排
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し
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し
ま
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え
方
は
、
少
数

派
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々
を
非
常
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苦
し
め
る
原

因
と
な
り
ま
す
。
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だ
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こ
こ
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す
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す
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よ
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す
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ま
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こ
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し
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偏
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す
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無
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誤
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識
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す
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世

の
中
に
は
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自
分
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え
通
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「
男
性
」
と
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」
し
か
い

な
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と
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じ
、
そ
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人
々
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自
分
の
理
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て
い
る
か
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と
排
除
し
た
り
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性
的
な
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の
興
味
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で
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的
少
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を
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た
り
す
る
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も
、
偏
見
を
形

づ
く
る
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に
な
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
る
人
を
性
的
少
数
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で
あ
る

と
い
う
理
由
で
差
別
し
た
り
、
排

除
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
の
生
き
方
を
尊
重
す
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　長年ご使用の家電製品は、熱、湿気、ホコリなどの影響によって、内部部
品が劣化し、発煙・発火の恐れがあります。ご使用中に次のような症状が見
られる場合は、電源スイッチを切り、コンセントから電源プラグを抜いて、
お買い上げの販売店またはメーカーにご相談ください。

長年ご使用の家電製品は発煙・発火の恐れがあります。
経済産業省からのお知らせ

○ファンの回転が異常に遅かったり不
　規則。
○回転時に異常な音や振動がする。
○モーター部分が異常に熱かったり、
　焦げくさいにおいがする。
○電源コードが折れ曲がったり、破損
　している。
○電源コードを触れると、ファンが回
　ったり、回らなかったりと不安定。

扇風機・換気扇

○脱水中に蓋を開けても、15秒以内で
　止まらないことがある。
○給水ホース、蛇口の継ぎ手から水漏
　れや洗濯機の床面に水漏れの痕跡が
　ある。
○焦げくさいにおいがする。
○長年、電源プラグを挿したままで、
　ホコリや湿気がたまっている。
○アース線がアース端子に確実に取り
　付けられていない。
○運転中に異常な音や振動がする。

洗濯機

○電源コードやプラグが異常に熱い。
○電源プラグが変色している。
○焦げくさいにおいがする。
○ブレーカーが頻繁に落ちる。
○架台や吊り下げなどの取付部品が腐
　食したり、取付がゆるんでいる。
○室内機から水漏れがする。

エアコン

○電源スイッチを入れても、映像や音
　が出ない。
○電源スイッチを切っても、映像や音
　が消えない。
○上下または左右の画像が欠けて映る。
○映像が連続してチラついたり、揺れ
　たりする。
○変なにおいがしたり、煙が出たりす
　る。
○ジージー、パチパチなどの異常な音
　がする。
○内部に水や異物が入った。
○電源コードに傷や破れがある。

ブラウン管テレビ

※家電製品が原因と思われる事故にあわれた場合は、下記にご相談ください。
■家電製品ＰＬセンター　℡0120－551－110
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性同一性障害者と人権～一人ひとりの性のありようを大切にするために

西条市教育委員会　人権教育指導員



　

ピ
ー
マ
ン
は
ナ
ス
科
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の

仲
間
で
、
原
産
地
は
中
南
米
の
熱
帯
地
方

で
す
。
15
世
紀
の
終
わ
り
に
コ
ロ
ン
ブ
ス

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
持
ち
帰
り
、
日
本
へ
は

江
戸
時
代
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

時
に
来
た
の
は
辛
味
種
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
で

し
た
。
現
在
の
甘
味
種
の
ピ
ー
マ
ン
が
来

た
の
は
明
治
時
代
初
期
で
、
戦
後
か
ら
食

卓
に
定
着
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ピ
ー
マ
ン
は
大
き
く
３
つ
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
一
般
に
販
売
さ
れ
て
い
る
緑
色

の
も
の
が
中
型
種
、
中
型
種
を
完
熟
さ
せ

て
収
穫
し
た
黄
色
や
赤
色
の
ピ
ー
マ
ン
が

カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
、
赤
・
オ
レ
ン
ジ
・

黄
・
緑
・
紫
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
色
で
出
回

　新鮮で質の良い野菜が手に
入ることから11年前に西条で
開業しました。ピーマンは油
で炒めることで青臭さが抑え
られ、甘みが出る食材です。
これからピーマンは旬を迎え
るので、シャキシャキした食
感と生命力を味わってほしい
です。

中国料理　彩菜
　米田浩通さん

　ピーマンはビタミンが豊富な野菜です。ピーマン１個に含まれる
ビタミンＣはレモン１個とほぼ同じ量で、しかも組織がしっかりし
ているので加熱しても壊れにくく、油で炒めることでビタミンＡの
吸収率がアップし、たくさん食べることができます。

栄養士チェック 　最近は、自分の好きなものしか食べないという
人が増えていますが、それでは栄養が偏りがちに
なります。嗜好の大枠は子どもの頃に作られるの
で、食体験が少なかったり、食材に嫌な思い出が
あったりすると嫌いなものが増えます。特に、苦
味やにおいのある野菜は苦手な人が多いようです。
　では、好きな食べ物を増やすにはどうしたらよ
いでしょうか。旬の食材などを利用した食体験を
多く持ち、おなかがすいたときに、楽しい雰囲気
の中で「おいしい」と言って食べることが大切で
す。また、嫌いな食材も自分で栽培・収穫したり、
料理したりすることで愛着がわき、おいしく食べ
ることができます。苦手野菜を克服し、バランス
よく栄養を取りましょう。

次回の食材は エビ です。　問合せ：市庁舎本館産業振興課　ふるさと産品係　℡0897－52－1490

苦手野菜を克服しよう
　　　　　　　好き嫌いをなくそう

ピーマン

豚肩ロースまたは牛もも肉 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥300g
ピーマン ‥‥‥‥‥‥‥‥ ６個　　  茹で筍 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 100g
【肉の下味調味料】
塩 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ1/2　　    日本酒 ‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ２
醤油 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ１　 　   溶き卵 ‥‥‥‥‥‥ 卵1/2個分
片栗粉 ‥‥‥‥‥ 大さじ１杯半
【合わせ調味料】
チキンブイヨンスープ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  大さじ２
醤油 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ２            酒 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ１
砂糖 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ１            オイスターソース ‥‥ 大さじ１
にんにく(みじん切り) ‥‥ 小さじ１            ショウガ (みじん切り)‥‥ 小さじ１
コショウ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 少々            ごま油 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量　

エネルギー ‥‥‥‥‥ 185kcal     　  タンパク質 ‥‥‥‥‥‥19.3ｇ
脂肪 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5.9ｇ 　     カルシウム ‥‥‥‥‥‥3.1ｍｇ

素材・分量（４人分）

栄養価（１人当たり）

作付面積：３ha
収  穫  量：41ｔ
参考：平成18年愛媛農林水産統計年報

っ
て
い
る
大
型
種
が
パ
プ
リ
カ
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

良
い
ピ
ー
マ
ン
の
見
分
け
方
と
し
て

は
、
表
面
に
ツ
ヤ
と
ハ
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が
あ
り
、
果

肉
が
厚
く
て
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、
軽
く
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た
と
き

に
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カ
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カ
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軟
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っ
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い
も
の
が
オ
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で
す
。

①　肉の下味調味料を作り、豚肉または牛肉を漬け込む。
②　ピーマンのワタを取り、ピーマンと筍を千切りにする。
③　合わせ調味料を作る。

④　肉を８割程度炒めたら、筍、ピーマンを炒めて、合わせ

　調味料を入れる。
⑤　ピーマンが少ししんなりしたら完成。
※野菜を長く炒めすぎるとピーマンの歯ごたえがなくなるの

　で、手早く炒めてください。

広報さいじょう　2008　7月号25



　梅雨や台風の季節を迎え、大雨による災害に備えるため、愛
媛県、西条市、消防、警察が合同で河川や道路などの土木施設
や土砂災害危険箇所などのパトロールを実施しました。愛媛県
東予地方局で出発式（写真左）が行われた後、パトロール隊が
現地へ出発。現地では、危険箇所の点検（写真右）や周辺住民
への周知、啓発活動を行いました。

　青年海外協力隊の出
発を前に、西条市出身
の秋山和代さんと一色
啓さんが、市長を表敬
訪問しました。
　秋山さんはネパール
でエイズ対策の指導を、
一色さんはエチオピア
で体育の指導を２年間
行う予定です。
　異なる環境下での指
導ですが健康に留意し
頑張ってください。

　永年に渡る環境美化活動の功績によって、５月23日に正法寺自
治会が日本河川協会から河川功労者表彰を受賞しました。正法寺
自治会は、昭和45年から地元を流れる大明神川の右岸、約１キロ
メートルを年２回、草刈等の環境美化活動を行っています。
　また、同自治会は愛媛県が住民と連携した河川管理を行う「愛
リバー・サポーター」制度にも平成12年の制度発足当初から参加
し、河川美化活動と河川愛護思想の普及に努められています。

　５月15日、四国鉄道文化館が照明学会四国支部から「四国照
明賞」を受賞しました。
　地元産の木材を使用して建設された四国鉄道文化館は、ＬＥ
Ｄ（発光ダイオード）を使用した水中照明によって、夜間にラ
イトアップされており、今回の受賞は、消費電力が少なく二酸
化炭素（CO2）削減効果のあるＬＥＤを備えた施設として評価
されたものです。
　夜間にライトアップされた四国鉄道文化館をぜひご覧になっ
てください。

　６月の環境月間に合わ
せ、地域の環境美化に貢
献しようと、ボランティ
ア清掃が大明神川の土手
約５㎞の範囲で行われま
した。
　当日は、建設業協会西
条支部や地元自治会の皆
さんなど約400人が草刈機
やゴミ袋を手に作業を行
い、約２時間の作業で土
手は見違えるように綺麗
になりました。

　丹原高校農業クラブの皆さんが、丹精込めて育てた花を丹原生活文化
女性塾の皆さんと一緒に、丹原文化会館前のプランターに植えました。
　この地域貢献活動は、15年以上も続いているそうです。皆さんの努力
は、訪れる人の心を癒し、素敵な花づくりの輪も広がることでしょう。

　ボーイスカウト西条
11団と愛媛県・西条市
カヌー協会、玉津・飯
岡公民館の主催で「わ
くわく自然塾」が黒瀬
湖で開催されました。
 参加した約50人の子
どもたちは、周辺の自
然を観察したり、湖で
カヌーを体験したりし
て、黒瀬の自然を楽し
んでいました。

▲左から２人目が秋山和代さん、３人目が
　一色啓さん。
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　改正道路交通法
が施行され、75歳
以上のドライバー
は高齢運転者標識
（もみじマーク）
の表示が義務化さ
れました。
　これに伴い、西
条市交通安全推進
協議会では、標識
の無料配布を市役
所などで始めまし
た。配布に先立ち
５月28日に高齢運
転者の代表２人に
標識が手渡されま
した。（写真上）
　また、６月２日
からの無料配布に
は、多くの方が標
識を受け取りに来
庁されました。　
　　　（写真下）

▲

無
料
配
布
の
様
子

▲

市
長
か
ら
も
み
じ
マ
ー
ク
の
贈
呈

▲   交流会
　の様子
 (円内は講
    師の日野
　利德氏）

　健康に関する知識や意識の向上、情報の収集などを図ることを
目的に約120人の健康づくり推進員が出席し、総合文化会館で交
流会が開催されました。
　交流会では、愛媛県生涯学習推進講師の日野利德氏による講演
の後、推進員が各分科会に分かれ、元気な西条市づくりのために
事例の発表や活発な討議が行われました。　

　梅雨の谷間の快晴となったこの日、市内外か
ら約８千人が参加し、８回目となる「立て干し
網」が河原津海岸で盛大に開催されました。
　放流されたハマチ、タイ、アジなど約２万匹
とアサリ約２ｔをめざして参加者は一斉に海に
全力疾走。大物をゲットしようと最初は真剣そ
のものだった皆さんも、時間と共に和やかな雰
囲気になり、魚を捕まえるたびにそこかしこで
大きな歓声を上げていました。また、小さな子
ども連れのグループも、大きなアサリを見つけ
ては、笑顔いっぱいで喜びあっていました。

今年も大漁！  河原津海岸は大賑わい
６／１　第８回　立て干し網

▲

  分科会
　の様子
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは！昨年の11月に広報紙に自己紹介を載せてもらった
　　　　　　　　　　　　　　　　　のを、つい最近のように感じますが、２つ目の故郷である西条市
　　　　　　　　　　　　　　　　　の皆さんに早々にさよならを言わざるを得ません。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　絶対に忘れられないこの１年間は、あっという間に終わりまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　た。西条での生活はとても興味深くて、満足できる経験でした。
友達をたくさん作り、新しい場所をいろいろ発見し、さまざまな食べ物にも挑戦してみましたが、何よ
りも勉強ができたことが印象に残っています。茶道と習字をし、寺や神社を訪れることを通じて、日本
の豊かで魅力ある文化を勉強することができました。西条市民の方々との出会いによって、皆さんがど
れほど温かくて、優しい人々であるかもはっきり分かりました。私が訪ねている国々の中で、日本が一
番素晴らしくて美しい所であると、深く感じました。
　アメリカへ帰ったら、身のまわりに当たり前にあったものがなくなり、寂しくなります。カラオケ、
和食、いつも見える石鎚山の景色、自転車をこいでいる数多くの人々の姿、24時間開いている便利なコ
ンビニ、西条まつり…きっと書ききれないでしょう。これほど恋しくなるものがありますから、きっと
いつか西条へ戻って来ると思います。何年か後になるかもしれませんが、私が大好きな西条に二度と戻
らないはずがありません。
　しかし、現実では、８月に西条との別れがやってきます。本当に皆さんのおかげで、私が地元の人間
であるかのようにしみじみ感じることもあり、今からどれほど遠く離れている所へ移ったとしても、地
元の人間として受け入れられ、歓迎されていたことが一番すてきなお土産になります。皆さん、心より
感謝しています。さようなら。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜訳　国際交流員ケイレブ＞

▲外国語指導助手

　ダリン・アダム・シール
　　　　　　　　　　　　さん
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○７月17日(木)　13時～17時　神拝公民館
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局１階総務係
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■行政相談
○７月１日㈫・８月５日㈫　13時～15時
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○７月８日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○７月22日㈫　９時～12時　桜樹公民館　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○７月８日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民相談課
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○７月18日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218

■法律相談
　事前予約が必要。（予約受付は７月１日～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）
○７月９日㈬・23日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民相談課
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○７月16日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
　℡0897－56－4976（西条警察署）
　℡0898－65－4976（西条西警察署）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1463
　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は８頁上段掲載）
○９時～16時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■社会保険出張相談
　７月９日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300
　年金特別便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058－555へ

■無料不動産相談
　７月10日㈭　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※７月19日㈯（10時～12時）には中川公民館でも専門的相談を
　実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■専門相談員によるＤＶ相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日　８時30分～17時15分　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373

■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　７月15日㈫　10時～12時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田

■社会保険等相談
　７月10日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館産業振興課　℡0897－52－1482

■土地建物取引相談
　７月８日(火)　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897－55－0988

■お酒の悩み相談
　７月23日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■補聴器相談会
　７月16日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階101会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　７月17日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

◆日　時　７月16日㈬　10時～15時
◆場　所　壬生川公民館
◆相談員　愛媛県認定子育てサポータ
　　　　ーリーダー
◆主　催　愛媛県家庭教育推進協議会
◆問合せ　東予教育事務所社会教育課
　　　　　℡0897－56－1300

　交通事故・詐欺などの犯罪の被害にあい、
警察や検察庁に訴えたが、検察官がその事件
を起訴（裁判にかけること）してくれない。
このような不満をお持ちの方は検察審査会に
ご相談ください。相談や申立てについての費
用は一切無料で、秘密は固く守られます。
◆問合せ　西条検察審査会事務局
　　　　　（松山地方裁判所西条支部内）
　　　　　℡0897－56－0685

ご存じですか？検察審査会 子育て相談えひめサポステ出張相談会
　おおむね35歳未満の未就職者とその保
護者を対象に、心のケアから自立に必要
なスキルアップまでサポートします。
◆日時　７月22日㈫　13時～17時
　　　　※１人１時間の予約制
◆場所　西条公共職業安定所
◆申込先
　えひめ若者サポートステーション
　℡089－948－2832（受付：10時～18時）

１人で悩まないで、相談してください
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西
条
市
医
師
会
で
は
昭
和
48
年

か
ら
平
日
夜
間
や
休
日
の
一
次
救

急
医
療
に
つ
い
て
は
主
に
診
療
所

に
よ
る
在
宅
輪
番
制
で
運
営
し
、

二
次
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
診
療

所
か
ら
病
院
に
紹
介
す
る
と
い
う

方
式
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
平
成
７
年
か
ら
は
、

診
療
所
の
先
生
方
の
高
齢
化
の
問

題
も
あ
っ
て
、
平
日
夜
間
は
午
後

６
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
、
休
日

は
朝
９
時
か
ら
夕
方
６
時
ま
で
診

療
所
が
一
次
救
急
を
担
当
し
、
そ

れ
以
後
の
時
間
帯
は
一
次
も
二
次

も
病
院
が
担
当
す
る
方
式
に
変
更

に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
は
一
次
の
患
者

さ
ん
が
一
次
の
時
間
帯
で
も
診
療

所
に
行
か
ず
直
接
病
院
を
受
診
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
し
か
も
不
要

・
不
急
の
患
者
さ
ん
が
病
院
へ
押

し
か
け
る
と
い
う
こ
と
が
多
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加

え
て
、
最
近
の
病
院
の
勤
務
医
不

足
が
重
な
っ
て
病
院
の
勤
務
医
の

疲
弊
が
進
み
、
勤
務
医
が
病
院
か

ら
立
ち
去
る
現
象
が
起
き
て
お
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
西
条
市
医
師
会
と
し
て

は
病
院
の
勤
務
医
の
負
担
を
少
な

く
す
る
た
め
に
、
こ
の
６
月
か
ら

暫
定
的
に
次
の
よ
う
な
方
式
に
改

め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
不
便
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
な
に
と
ぞ
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
平
日
夜
間
（
午
後
６
時
～
午
後

10
時
）、
休
日
昼
間
（
午
前
９
時

～
午
後
６
時
）
の
一
次
救
急

　

内
科
系
は
全
西
条
市
内
で
２
医

療
機
関
が
担
当
し
ま
す
。
外
科
系

は
全
西
条
市
内
で
１
医
療
機
関
が

担
当
し
ま
す
（
当
直
で
き
る
外
科

系
医
師
が
少
な
い
た
め
）。

　

従
い
ま
し
て
、
外
科
系
は
旧
西

条
市
内
の
市
民
が
周
桑
地
区
の
医

療
機
関
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
や
、
逆
に
周
桑
地
区
の
市

民
が
旧
西
条
市
内
の
医
療
機
関
へ

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

起
こ
り
得
ま
す
。

◆
平
日
夜
間
と
休
日
昼
間
以
外
の

時
間
帯
の
一
次
救
急
と
二
次
救
急

　

内
科
系
、
外
科
系
と
も
二
次
救

急
医
療
機
関
（
西
条
中
央
病
院
、

済
生
会
西
条
病
院
、
村
上
記
念
病

院
、
西
条
市
立
周
桑
病
院
、
横
山

病
院
）
が
輪
番
で
内
科
系
、
外
科

系
に
分
け
て
担
当
し
ま
す
。

　

一
次
救
急
の
時
間
帯
に
二
次
救

急
医
療
機
関
に
来
ら
れ
て
も
、
救

命
搬
送
や
紹
介
の
あ
っ
た
患
者
さ

ん
以
外
は
受
け
付
け
ず
、
一
次
救

急
医
療
機
関
へ
行
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便

を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
不
要
・

不
急
の
時
間
外
受
診
は
で
き
る
だ

け
避
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
、

そ
し
て
西
条
市
の
病
院
の
医
療
崩

壊
を
食
い
止
め
る
た
め
に
ぜ
ひ
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

西条市医師会副会長
救急医療担当理事
　　　　常光謙輔

　休日や夜間の急病人のために在宅
当番医制があります。
　当番医の日程は西条市医師会のご
協力のもと、広報紙や消防署のテレ
ホンサービス（℡0897－58－2200）
などでお知らせしています。
　急を要しない場合は救急車を呼ば
ず、自家用車やタクシーを利用しま
しょう。

　救急医療とは、急病、けがなど、急に身体の疾患または損傷を受けた人に対して治療を行うことをいいます。
　救急医療機関は、患者の疾患・損傷の程度によって、次の３つに分かれています。

　一次救急医療機関で手に負えない
場合や、入院治療が必要な場合は、
二次救急医療機関へ転送・搬送され
ます。
　市内では、済生会西条病院、西条
中央病院、村上記念病院、市立周桑
病院、横山病院の５病院が、輪番で
受け持っています。

　一次・二次救急医療機関からの転
送患者を受け入れる施設で、高度な
検査や手術を要する重篤な救急患者
を扱う施設です。
　県立新居浜病院にある東予救命救
急センターや愛媛大学医学部附属病
院が該当します。
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11日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

22日㈫　  9：30～11：00　中川公民館

10日㈭　10：30～11：30　神戸公民館

８日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

７日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

４日㈮　10：30～11：30　氷見公民館

３日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

３日㈭　  9：30～11：00　東予南地域交流センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
７/４㈮　中央保健センター　9:00～11:00
７/11㈮　丹原保健センター　9:00～11:00
７/14㈪　中央保健センター　9:00～11:00
７/14㈪　東予保健センター　9:00～11:00
７/18㈮　小松保健センター　9:00～11:00

■産業保健健康相談
○日時　７月24日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　７/７㈪　13:30～14:30
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10:00～11:00
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　  9:00～15:00
◆精神保健相談（要予約）
　７/２㈬　13:30～15:30
◆女性の健康相談（要予約）
　７/８㈫　13:00～15:00
◆難病医療相談（要予約）
　７/22㈫　13:30～15:30
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■７月の献血日程
７/18㈮　市庁舎本館　　　     9:30～12:00
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

15日㈫
24日㈭

29日㈫

９日㈬
17日㈭
１日㈫
10日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成20年３月１日～
３月31日の出生児

平成20年３月１日～
４月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成18年12月１日～
12月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成17年６月１日～
６月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　骨粗しょう症の予防は、若い時から自分の骨の状態を知って、対応するこ
とが大切です。５年に１度の検診ですので、積極的に受診しましょう。
検査内容　かかとの骨量測定
対象者　40・45・50・55・60・65・70歳の方（平成21年３月31日現在）
※骨粗しょう症で治療中の方は受診できません。
申込先　各保健センター（電話申込可）

　不妊治療をはじめとする不妊についての様々な悩みを気軽に相談していた
だけるよう、県では「心と体の健康センター（松山市末広町）」において、
専門医などによる面接相談（予約制）・電話相談を実施しています。
　面接相談の予約と電話相談は、専用ダイヤルへおかけください。
専用ダイヤル　０８９－９９８－７１１７
面接相談（予約制）
　実施日：毎月第１火曜日（祝日・年末年始除く）　13時30分～16時30分
　予約受付：月～金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～16時
電話相談
　実施日：毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　９時～16時

　食事バランスガイドで自分に見合った食事の量を知っていただき、あなた
自身の食生活をプランニング（計画）します。
　講座には基礎編と応用編があり、来年３月まで隔月で実施します。

　40歳～74歳の男性２人に１人、女性５人に１人が、メタボリックシ
ンドロームとその予備軍に該当します。メタボリックシンドロームの
予防には、運動の継続と食生活・生活習慣の改善が大切です。
　教室では運動の仕方を習得し、その後、自主トレーニングができる
よう、生活習慣の改善をお手伝いします。また、体組成測定や腹囲測
定などで、身体状況を評価します。

毎週月・水曜日
９時30分～11時
毎週月・木曜日
13時30分～15時
毎週火・木曜日
19時～20時30分

８月５日～10月７日

８月29日～10月31日

８月11日～10月９日

８月４日～９月29日

毎週月・水曜日
13時30分～15時８月18日～10月27日

毎週火・金曜日
９時30分～11時８月19日～10月14日

毎週月・水曜日
９時30分～11時

毎週火・木曜日
９時30分～11時
毎週火・金曜日
13時30分～15時

毎週月・木曜日
９時30分～11時

９月１日～11月10日

８月７日～10月２日

８月５日～９月30日

教室名

①

①

②

①

①

②

③

②

③

受　講　期　間 曜日・時間 場　　　　所 内　　　　容

教室名 受　講　期　間 曜日・時間 場　　　　所 内　　　　容

教室名 受　講　期　間 曜日・時間 場　　　　所 内　　　　容

教室名 受　講　期　間 曜日・時間 場　　　　所 内　　　　容

総合福祉センター（もてこい元気館）

東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）

東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）

東予北地域交流センター

丹原保健センター

小松保健センター

トレーニング機器を使った
運動、水中運動

自分の体重やボールなどを
使った運動

自分の体重やボールなどを
使った運動

トレーニング機器を使った
運動、ボール運動

対象　40歳～74歳の方で、ＢＭＩが25以上の方
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断り
　する場合があります。

申込期間　７月８日(火)～
※定員になり次第、締め切ります。

▼申込先：中央保健センター

▼申込先：東予保健センター

▼申込先：丹原保健センター

▼申込先：小松保健センター

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　８月・９月の日程等

８月22日(金) ９月19日(金)

東予保健センター ８月８日(金) ９月12日(金)

丹原保健センター ８月29日(金) ９月26日(金)

小松保健センター ８月１日(金) ９月５日(金)

場所・申込先

13時30分～15時

基　礎　編 応　用　編 受講時間

地区 月　　　日 場　　所 受付時間

西条 ８月４日㈪・５日㈫・６日㈬ 中央保健センター

東予保健センター

小松保健センター
丹原保健センター丹原 ８月８日㈮

８月７日㈭

８月11日㈪・12日㈫

 9：00～11：00

 9：00～11：00

 9：00～11：00
 9：00～11：00

小松

東予
13：30～14：30
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11日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

22日㈫　  9：30～11：00　中川公民館

10日㈭　10：30～11：30　神戸公民館

８日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

７日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

４日㈮　10：30～11：30　氷見公民館

３日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

３日㈭　  9：30～11：00　東予南地域交流センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
７/４㈮　中央保健センター　9:00～11:00
７/11㈮　丹原保健センター　9:00～11:00
７/14㈪　中央保健センター　9:00～11:00
７/14㈪　東予保健センター　9:00～11:00
７/18㈮　小松保健センター　9:00～11:00

■産業保健健康相談
○日時　７月24日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　７/７㈪　13:30～14:30
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10:00～11:00
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　  9:00～15:00
◆精神保健相談（要予約）
　７/２㈬　13:30～15:30
◆女性の健康相談（要予約）
　７/８㈫　13:00～15:00
◆難病医療相談（要予約）
　７/22㈫　13:30～15:30
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■７月の献血日程
７/18㈮　市庁舎本館　　　     9:30～12:00
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

15日㈫
24日㈭

29日㈫

９日㈬
17日㈭
１日㈫
10日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成20年３月１日～
３月31日の出生児

平成20年３月１日～
４月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成18年12月１日～
12月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成17年６月１日～
６月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　骨粗しょう症の予防は、若い時から自分の骨の状態を知って、対応するこ
とが大切です。５年に１度の検診ですので、積極的に受診しましょう。
検査内容　かかとの骨量測定
対象者　40・45・50・55・60・65・70歳の方（平成21年３月31日現在）
※骨粗しょう症で治療中の方は受診できません。
申込先　各保健センター（電話申込可）

　不妊治療をはじめとする不妊についての様々な悩みを気軽に相談していた
だけるよう、県では「心と体の健康センター（松山市末広町）」において、
専門医などによる面接相談（予約制）・電話相談を実施しています。
　面接相談の予約と電話相談は、専用ダイヤルへおかけください。
専用ダイヤル　０８９－９９８－７１１７
面接相談（予約制）
　実施日：毎月第１火曜日（祝日・年末年始除く）　13時30分～16時30分
　予約受付：月～金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～16時
電話相談
　実施日：毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　９時～16時

　食事バランスガイドで自分に見合った食事の量を知っていただき、あなた
自身の食生活をプランニング（計画）します。
　講座には基礎編と応用編があり、来年３月まで隔月で実施します。

　40歳～74歳の男性２人に１人、女性５人に１人が、メタボリックシ
ンドロームとその予備軍に該当します。メタボリックシンドロームの
予防には、運動の継続と食生活・生活習慣の改善が大切です。
　教室では運動の仕方を習得し、その後、自主トレーニングができる
よう、生活習慣の改善をお手伝いします。また、体組成測定や腹囲測
定などで、身体状況を評価します。

毎週月・水曜日
９時30分～11時
毎週月・木曜日
13時30分～15時
毎週火・木曜日
19時～20時30分

８月５日～10月７日

８月29日～10月31日

８月11日～10月９日

８月４日～９月29日

毎週月・水曜日
13時30分～15時８月18日～10月27日

毎週火・金曜日
９時30分～11時８月19日～10月14日

毎週月・水曜日
９時30分～11時

毎週火・木曜日
９時30分～11時
毎週火・金曜日
13時30分～15時

毎週月・木曜日
９時30分～11時

９月１日～11月10日

８月７日～10月２日

８月５日～９月30日

教室名

①

①

②

①

①

②

③

②

③

受　講　期　間 曜日・時間 場　　　　所 内　　　　容

教室名 受　講　期　間 曜日・時間 場　　　　所 内　　　　容

教室名 受　講　期　間 曜日・時間 場　　　　所 内　　　　容

教室名 受　講　期　間 曜日・時間 場　　　　所 内　　　　容

総合福祉センター（もてこい元気館）

東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）

東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）

東予北地域交流センター

丹原保健センター

小松保健センター

トレーニング機器を使った
運動、水中運動

自分の体重やボールなどを
使った運動

自分の体重やボールなどを
使った運動

トレーニング機器を使った
運動、ボール運動

対象　40歳～74歳の方で、ＢＭＩが25以上の方
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断り
　する場合があります。

申込期間　７月８日(火)～
※定員になり次第、締め切ります。

▼申込先：中央保健センター

▼申込先：東予保健センター

▼申込先：丹原保健センター

▼申込先：小松保健センター

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　８月・９月の日程等

８月22日(金) ９月19日(金)

東予保健センター ８月８日(金) ９月12日(金)

丹原保健センター ８月29日(金) ９月26日(金)

小松保健センター ８月１日(金) ９月５日(金)

場所・申込先

13時30分～15時

基　礎　編 応　用　編 受講時間

地区 月　　　日 場　　所 受付時間

西条 ８月４日㈪・５日㈫・６日㈬ 中央保健センター

東予保健センター

小松保健センター
丹原保健センター丹原 ８月８日㈮

８月７日㈭

８月11日㈪・12日㈫

 9：00～11：00

 9：00～11：00

 9：00～11：00
 9：00～11：00

小松

東予
13：30～14：30
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７月の当番病医院 ※当番病医院は変更する場合がありますので、受診される方は各病医院
　もしくはテレホンサービス ℡0897－58－2200 でご確認ください。

※　当番病医院は受診できない診療科がありますので、必ず当番病医院で確認してください。　　
※　急病以外は診療時間内に受診しましょう。　　

区分
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（昼間）９時から18時まで

休日の当番病医院

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

日
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（夜間）18時から22時まで

日 区分

平日夜間の当番病医院

区分日

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科

回生堂医院 （55－3101）内科
外科

　夜間に突然、子どもの具合が悪くなって「どうしよう…」と困ったことはあり
ませんか？
　いざという時のために、家庭での応急対処の方法などについて看護師や医師が
アドバイスをします。
○相談日時：土・日曜日、祝日、年末年始の19時から23時まで
○電話番号：短縮ダイヤル　＃８０００（携帯電話・固定電話プッシュ回線のみ）
　　　　　　ダイヤル回線　０８９－９１３－２７７７
■問合せ　愛媛県保健福祉課　℡089－912－2383

小児救急医療電話相談

松本整形外科 （52－1011）
まなべ病院 （57－7011）

平田クリニック（76－2256）
中村医院 （66－0606）

安永クリニック（64－5760）

福田医院 （68－7243）

そのべ医院 （64－0660）

西条中央病院 （56－0300）
西条中央病院 （56－0300）

あぜち内科 （52－1630）

星加小児科内科F.C（55－3105）

和田内科皮膚科（55－0515）

村上記念病院 （56－2300）

済生会西条病院（55－5100）

済生会西条病院（55－5100）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）キッズクリニックパパ（76－1788）

西条中央病院 （56－0300）

としもり内科 （53－6300）
伊賀整形外科 （52－0800）

宮島小児科医院 （55－2615）

佐藤クリニック （57－8200）
星加小児科内科F.C （55－3105）

かりやま整形外科 （47－1717）

坂根医院 （55－4021）

ながい小児科 （53－7707）

あおのクリニック （52－1155）

まなべ病院 （57－7011）

高橋こどもクリニック（55－0776）

松本整形外科 （52－1011）

田渕外科 （65－5651）

黒田医院 （64－3780）

角産婦人科 （64－3168）

森山内科 （65－4332）

横山病院 （72－2121）

行本医院 （66－0609）

横山病院 （72－2121）

まなべ病院 （57－7011）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

（55－2002）星加医院

回生堂医院 （55－3101）

まつうら小児科 （64－0460）

伊藤医院 （64－2384）

村上内科皮膚科 （72－2436）

飯尾皮膚泌尿器科 （64－5577）
西条愛寿会病院 （55－2300）

西条愛寿会病院 （55－2300）

ながい小児科 （53－7707）
横山病院 （72－2121）

周桑同仁医院 （68－7233）

中村内科胃腸科 （68－4976）

横山病院 （72－2121）

横山病院 （72－2121）

あぜち内科 （52－1630）

秋山医院 （56－0885）

近藤クリニック （64－2760）玉置内科小児科 （66－3735）

６
(日)
13
(日)
20
(日)
21
(月)
27
(日)

渡部内科病院 （64－1200） 市立周桑病院 （64－2630）
済生会西条病院（55－5100）

横山病院 （72－2121）

７
(月)

15
(火)

14
(月)

12
(土)

11
(金)

８
(火)
９
(水)
10
(木)

19
(土)

18
(金)

17
(木)

16
(水)

26
(土)

25
(金)

24
(木)

22
(火)
23
(水)

30
(水)

矢野医院 （55－1777）
まなべ病院 （57－7011）

坂根医院 （55－4021）

（55－2002）星加医院

土岐医院 （56－2090）

和田内科皮膚科 （55－0515）

こまつ医院 （72－5862）

松田循環器科内科 （76－1117）

河野内科医院 （73－2950）

奥田外科 （64－3331）

浦部医院 （72－3266）

共立病院 （64－2662）

茎田医院 （66－0555）

弓山外科 （64－3182）

今井クリニック整形外科（68－8118）

安永クリニック （64－5760）

いしづちやまクリニック（68－8885）

くしべ整形外科 （76－7555）

渡部内科病院 （64－1200）

森内科 （64－5858）

福田医院 （68－7243）

田中内科 （66－1700）

５
(土)

４
(金)

３
(木)

１
(火)
２
(水)

29
(火)

28
(月)

31
(木)

田渕外科 （65－5651）

角産婦人科 （64－3168）

西条中央病院 （56－0300）

としもり内科 （53－6300）

秋山医院 （56－0885）

高橋こどもクリニック（55－0776）
かりやま整形外科 （47－1717）
あおのクリニック （52－1155）

今井クリニック整形外科（68－8118）

奥田外科 （64－3331）

玉置内科小児科 （66－3735）

河野内科医院 （73－2950）

伊藤医院 （64－2384）

森山内科 （65－4332）
横山病院 （72－2121）
周桑同仁医院 （68－7233）

まつうら小児科 （64－0460）

村上内科皮膚科 （72－2436）
そのべ医院 （64－0660）
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No.35　ヨタカ（夏鳥）
　「キョッキョッキョッ」と連続して鳴く声は、時代劇の
夜のシーンによく出てくるヨタカの声。名前は夜行性の鷹
の意味ですが猛禽類ではなく、蚊など昆虫を飛びながら大
きな口を開いて吸い取って食べています。西条では石鎚山
系の山中で声は聞きますが、姿を見るのは難しい鳥です。

撮
影：

十
亀
茂
樹

平成20年５月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口   115,204 人    （－ 43人）

　男　　 55,182 人    （－ 43人）

　女　　 60,022 人    （       0人）

世　帯　 47,194世帯（＋17世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）
■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）
■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）
■民話テレホン
　0897ー52ー1270（常時）

　先日、立て干し網の取材に行き
ました。小さな子どもを連れた家
族が楽しそうに貝を掘っている姿
は、本当に微笑ましく、ファイン
ダーから覗く風景に癒しを感じ、
暫しわが子の幼少の頃を思い出し
ていました。
　忙しくてなかなか時間の取れな
い皆さん。自然の中で、家族揃っ
て笑顔で過ごす大切な時間を、今
年の夏は作ってみませんか。（あ）

広
江
に
あ
る
徳
蔵
寺
は
、
天
文

年
間
（
１
５
３
２
～
５
５
）
に

創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
創
建
当
時
は
、
現
在
の
場
所

よ
り
も
約
６
５
０
メ
ー
ト
ル
東

北
の
海
岸
に
あ
り
ま
し
た
。
慶
長

元
（
１
５
９
６
）

年
の
大
地
震
で
沈

下
浸
水
し
た
た
め
、

同
九
年
に
現
在
の

地
に
移
築
再
建
さ

れ
ま
し
た
。　
　

　

徳
蔵
寺
に
は
、

3
つ
の
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
県
指
定
の
絵

画
「
涅ね

は
ん
ぞ
う

槃
像
及
び

両り
ょ
う
か
い
ま
ん
だ
ら

界
曼
荼
羅
」
で

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

昭
和
45
年
３
月
27
日
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
涅
槃
図
と
二
幅
の

曼
荼
羅
図
は
、
法
橋
栄
賢
の
作
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
涅
槃
図
は

画
法
が
や
や
装
飾
的
で
人
物
の
表

情
や
衣
装
を
写
実
的
に
描
い
て
お

り
、
曼
荼
羅
図
は
、
的
確
な
文
様

や
整
斉
感
あ
ふ
れ
る
筆
法
で
入
念

に
描
い
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

　

残
る
二
つ
は
、
市
指
定
の
彫
刻

「
織
部
灯
籠
」
と
市
指
定
の
書
跡

「
一
柳
直
卿
の
奉
納
額
」
で
共
に

平
成
２
年
11
月
19
日
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
織
部
灯
籠
の
名
称
は
、

織
部
焼
き
の
生
み
の
親
と
し
て
名

高
い
安
土
桃
山
時
代
の
大
名
「
古

田
織
部
」
が
考
案
し
た
こ
と
に
由

来
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
灯
籠
は

南
蛮
風
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
隠
れ
キ

リ
シ
タ
ン
に
ま
つ
わ
る
伝
承
も
多

い
こ
と
か
ら
別
名
「
キ
リ
シ
タ
ン

灯
籠
」
と
も
呼
ば
れ
、
全
国
に

３
０
０
基
ほ
ど
現
存
し
て
い
る
灯

籠
の
一
つ
で
す
。
ま
た
「
一
柳
直

卿
の
奉
納
額
」
は
小
松
藩
三
代
藩

主
一
柳
直
卿
公
が
奉
納
し
た
扁
額

で
、
旧
東
予
市
内
の
２
社
10
カ
寺

に
現
存
す
る
扁
額
の
一
つ
で
す
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広
江
３
６
４
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■
駐
車
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あ
り

注
：「
涅
槃
像
及
び
両
界
曼
荼
羅
」

は
、
公
開
し
て
い
ま
せ
ん
。

今  在  家
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JA倉庫
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吉
井
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ス
停

R
1
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至
今
治

吉
井
小
学
校
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条
ド
ラ
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ビ
ン
グ

ス
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ル

玉
之
江
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予
港

卍

N
国
道
１
９
６
号

第
38
回
　

徳　

蔵　

寺
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※未就学児童は入場できません。

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

【７月の休館日】 毎週月曜日（21日開館）

【７月の休館日】 毎週月曜日（21日開館）、22日㈫

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

丹原文化会館　℡0898－68－3555メタボの話とリラックス体操 500円12：30 13：30

9：30 10：00

大ホール

丹原文化会館　℡0898－68－3555300円

無　料

9：00 全　館
24
25
29
30

木
金
火
水
吹奏楽クリニック

丹原文化会館　℡0898－68－3555大ホール月21 パントマイム＆アニメーションダンス
丹原歌謡クラブ　℡0898－73－2207大ホール日20 丹原歌謡クラブ　歌謡祭

12：30 13：00 無　料 越智　℡0898－72－4270大ホール日13 ピアノ発表会
13：00 13：30 500円 市教育委員会社会教育課　℡0897－52－1254大ホール

12：30 13：00 無　料 井手愛恵バレエ研究所　℡0898－53－5024大ホール

土12

日６

西条市文化講演会

井手愛恵バレエ研究所創立40周年記念発表会
植田光知子舞踊生活30周年記念発表会

日27

７

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

12：30
18：00

13：30
19：00

大ホール

７

みずほ倶楽部　カラオケ発表会 11：00

9：30

無　料

西条市市民相談課　℡0897－52－146310：00 小ホール

日27

第58回「社会を明るくする運動」西条地区大会

11：30

金25 無　料
11：30 西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－634812：00 小ホール社交ダンスパーティー月21 1000円
13：30 西条市民吹奏楽団（高畑） ℡090－3461－757014：00 大ホール西条市民吹奏楽団　第８回サマーコンサート日20

日13

整理券必要

9：00 西条市高齢介護課　℡0897－52－1292小ホール高齢者趣味の作品展　※17時（最終日は14時）まで展示。 無　料
13：00 総合文化会館　℡0897－53－550013：30 大ホール“さいじょう”コーラスフェスティバル 整理券必要

日６ 13：30 板東ゆう子ジュニアバレエ　℡0897－53－240514：00 大ホール板東ゆう子ジュニアバレエ　第７回発表会 無　料

10：00 総合文化会館　℡0897－53－5500展示室「石鎚能　その魅力に迫る」　※17時（最終日は15時）まで展示。 無　料

Ｓ席1500円
Ａ席1000円

みずほ倶楽部（高橋）　℡0897－56－1716
展示室加納果林作品展「果林夏」　※８月３日(日)まで。展示は17時まで。 10：00 無　料26

〜
土
〜 総合文化会館　℡0897－53－5500

19

24

土

木

17
18
木
金

カ   リ   ン   カ

７/13 日 13時30分開演　総合文化会館大ホール
総合文化会館にて入場整理券（無料）配布中

入場料：2,500円（ワンドリンク付）

入場料（全席指定）
１階：4,500円 ２階：4,000円

８/１ 金 18時30分開演
総合文化会館小ホール

９/28 日 14時開演
総合文化会館大ホール

７/21 月 昼公演：13時30分開演
夜公演：19時開演

入場料（全席指定）
Ｓ席：1,500円　Ａ席：1,000円

７/27 日 13時30分開演
丹原文化会館大ホール 入場料：500円

丹原文化会館大ホール

西条市洲之内甲６４４

筋
肉
の
麻
痺
、関
節
の
拘
縮
に
よ
る

歩
行
困
難
で
お
困
り
の
方
を
在
宅

療
養
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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